
掛
け
、
警
備
員
も
配
置
さ
れ

た
。
少
女
像
や
昭
和
天
皇
を

扱
っ
た
映
像
な
ど
、
国
内
外

の
１
６
組
の
作
家
に
よ
る

２
３
作
品
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
中
止
決
定
後
に
設
置
さ

れ
た
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
仕
切

り
は
撤
去
さ
れ
た
。

　

中
止
に
抗
議
す
る
た
め
に

芸
術
祭
で
出
展
を
ボ
イ
コ
ッ

ト
し
た
り
変
更
し
た
り
し
た

国
内
外
の
作
家
１
３
組
と
１

機
関
の
作
品
は
再
開
決
定
を

受
け
、
８
日
の
開
館
か
ら
元

の
形
に
戻
っ
た
。

　

芸
術
祭
の
実
行
委
員
会
に

よ
る
と
、
８
日
の
不
自
由
展

の
公
開
は
午
後
２
時
１
０
分

７
日
間
、
抽
選
で
入
場
制
限

少
女
像
含
む
全
作
品
元
通
り
に

表
現
の
不
自
由
展
再
開

覆
面
禁
止
法
違
反
で
７
７
人
逮
捕

香
港
政
府
、
デ
モ
に
強
硬
対
応

太
陽
系
外
の
惑
星
を
発
見

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
に
３
氏

間
で
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た

不
自
由
展
は
、
全
作
品
が
元

通
り
展
示
さ
れ
た
。
公
開
は

芸
術
祭
最
終
日
の
今
月
１
４

日
ま
で
の
７
日
間
。

　

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

不
自
由
展
は
抽
選
方
式
で
入

場
を
制
限
し
た
。
名
古
屋
市

東
区
の
会
場
に
は
午
前
か
ら

観
覧
を
希
望
す
る
人
が
詰
め

　
【
共
同
】
愛
知
県
で
開

催
中
の
国
際
芸
術
祭
「
あ

い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
１
９
」
で
中
止
し
て
い

た
企
画
展
「
表
現
の
不
自
由

展
・
そ
の
後
」
は
８
日
午
後
、

再
開
し
た
。
元
慰
安
婦
を
象

徴
す
る
「
平
和
の
少
女
像
」

な
ど
へ
の
抗
議
が
殺
到
し
、

８
月
１
日
の
開
幕
か
ら
３
日

循
環
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
抗

議
活
動
の
長
期
化
で
市
民
生

活
へ
の
影
響
も
出
て
い
る
。

　

香
港
政
府
ト
ッ
プ
の
林
鄭

月
娥
行
政
長
官
は
８
日
、
同

法
施
行
後
に
続
発
し
た
抗
議

活
動
で
地
下
鉄
駅
な
ど
が
破

壊
さ
れ
た
こ
と
を
非
難
し
、

「（
デ
モ
隊
が
）
傷
つ
け
て
い

る
の
は
大
多
数
の
香
港
市
民

だ
」
と
強
調
。
中
国
政
府
へ

の
支
援
要
請
に
つ
い
て
は
選

択
肢
と
し
て
排
除
し
な
い
と

し
つ
つ
も
、
現
時
点
で
は
香

港
政
府
が
自
力
で
解
決
を
図

る
と
し
た
。

　

警
察
に
よ
る
と
、
覆
面
禁

止
法
が
施
行
さ
れ
た
前
後

の
４
〜
７
日
の
衝
突
で
計

２
４
１
人
を
逮
捕
。
こ
の
う

ち
覆
面
禁
止
法
違
反
で
逮
捕

さ
れ
た
７
７
人
に
は
１
２
歳

も
含
ま
れ
、
大
半
は
違
法
集

会
に
参
加
し
た
容
疑
に
も
問

わ
れ
て
い
る
。

　

香
港
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

と
、行
政
長
官
の
諮
問
機
関
、

行
政
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
８

日
ま
で
に
、
緊
急
時
に
行
政

長
官
に
強
大
な
権
限
を
与
え

農
産
品
関
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
水
準
に

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
藤
原
章
博
】
日
米
両
政
府
は
７
日
、
米
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
貿
易
協
定
に
署
名
し
た
。
米

農
産
物
関
税
を
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
水
準
に
引
き
下
げ
る
。
安
倍
晋
三
首
相
は
８
日
、
参
院
本
会
議

で
「
わ
が
国
の
幅
広
い
工
業
品
で
、米
国
の
関
税
削
減
、撤
廃
が
実
現
す
る
。
農
家
の
皆
さ
ん
の
不
安
に
対
し
て
も
、

万
全
の
対
策
を
講
じ
る
」
と
述
べ
た
。
７
日
の
署
名
式
に
出
席
し
た
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
「
日
米
双
方
に
と
っ

て
大
き
な
成
功
だ
」
と
自
賛
し
た
。
協
定
は
来
年
１
月
１
日
に
も
発
効
す
る
見
通
し
だ
。

日
米
、
貿
易
協
定
に
署
名

首
相「
不
安
に
万
全
対
策
」

安
倍
首
相

は
「
３
９
歳
」

ご
機
嫌
ト
ラ
ン
プ
氏
が
冗
談

鶴
を
折
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
選
手
ら

＝
長
崎
市
（
共
同
）

（１） ２０１９年第５３４４号  １０月 ９日 （水曜日）

日米貿易協定の署名式に出席した（手前左から）杉山晋輔駐米大
使、ライトハイザー通商代表、トランプ大統領＝７日、ホワイトハ
ウス（代表撮影・共同）

多
く
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
１
１

カ
国
に
合
わ
せ
、
発
効
２
年

目
の
水
準
ま
で
引
き
下
げ
ら

れ
る
。
米
側
に
よ
る
と
、
日

本
は
約
７
２
億
ド
ル
（
約

７
７
０
０
億
円
）
分
の
関
税

を
撤
廃
・
削
減
す
る
。
コ
メ

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
米
国
に
認
め
た

７
万
ト
ン
の
無
関
税
枠
を
設

け
ず
、
国
内
農
業
を
一
定
程

度
守
る
内
容
と
な
っ
た
。

　

工
業
分
野
で
は
、
日
本
車

へ
の
追
加
関
税
を
回
避
し
た

も
の
の
、
関
連
部
品
も
含
め

て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
認
め
ら
れ
て
い

た
関
税
撤
廃
を
見
送
る
な
ど

譲
歩
を
強
い
ら
れ
た
。

　

貿
易
協
定
は
杉
山
晋
輔
駐

米
大
使
と
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー

と
夕
方
の
計
２
回
実
施
。
各

回
定
員
は
３
０
人
に
絞
り
、

事
前
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
け
た
上
で
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

で
見
て
も
ら
う
。
時
間
は

１
回
４
０
〜
６
０
分
。
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
に
は
自
由
鑑
賞
や

映
画
作
品
の
上
映
の
ほ
か
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
も

含
ま
れ
る
。

　

入
館
者
や
会
場
ス
タ
ッ
フ

ら
の
安
全
確
保
の
た
め
、
抗

議
電
話
へ
の
対
策
を
図
り
、

会
場
で
金
属
探
知
機
に
よ
る

検
査
や
手
荷
物
の
預
か
り
を

実
施
。
動
画
撮
影
や
会
員
制

交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
へ

被
爆
地
訪
れ
る
Ｗ
杯
選
手

ス
コ
ッ
ト
は
資
料
館
見
学

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
の
ミ
シ
ェ

ル
・
マ
イ
ヨ
ー
ル
名
誉
教
授

（
７
７
）
と
デ
ィ
デ
ィ
エ
・

ケ
ロ
ー
教
授
（
５
３
）、
宇

宙
の
歴
史
と
構
造
を
理
論
的

に
解
明
し
た
米
プ
リ
ン
ス
ト

米
通
商
代
表
が
署
名
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

離
脱
で
競
争
条
件
が
不
利
に

な
っ
た
日
本
市
場
で
の
シ
ェ

ア
低
下
を
警
戒
。
貿
易
問
題

で
対
立
す
る
中
国
向
け
の
農

産
物
輸
出
の
激
減
も
あ
り
、

対
日
貿
易
協
定
の
早
期
締
結

を
求
め
て
い
た
。

　

西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当

相
は
８
日
、
閣
議
後
の
記
者

会
見
で
、
発
効
に
向
け
「
農

家
の
不
安
の
声
に
応
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
米
農
産
物
の

輸
入
増
に
備
え
る
必
要
性
を

強
調
。
米
国
へ
の
日
本
産
牛

肉
の
輸
出
拡
大
を
支
援
す
る

方
針
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

江
藤
拓
農
相
も
閣
議
後
の

の
投
稿
も
禁
止
し
た
。
こ
れ

ら
の
対
策
を
毎
日
点
検
し
、

翌
日
の
対
応
を
決
め
る
。

　

名
古
屋
市
の
河
村
た
か
し

市
長
は
８
日
午
前
、
会
場
を

視
察
し
た
。
そ
の
後
、
市
役

所
で
記
者
団
に
「
と
ん
で
も

な
い
。
表
現
の
自
由
の
名
を

借
り
、
世
論
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
す
る
暴
力
だ
」
と
批
判
し

た
。
午
後
に
会
場
で
座
り
込

み
の
抗
議
を
し
た
。

　

萩
生
田
光
一
文
部
科
学
相

は
８
日
の
記
者
会
見
で
、
文

化
庁
の
補
助
金
不
交
付
に
つ

い
て
「
愛
知
県
に
不
適
当
な

行
為
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
。
再
開
の
有
無
と
は
関

係
な
い
」
と
述
べ
た
。

Ｎ
国
党
首
、
議
員
辞
職
の
意
向

参
院
埼
玉
補
選
出
馬
へ
向
け

　
【
共
同
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
国

民
を
守
る
党
の
立
花
孝
志
党

首
（
５
２
）
＝
参
院
比
例
＝

は
８
日
、
参
院
埼
玉
選
挙
区

補
欠
選
挙
（
１
０
日
告
示
、

２
７
日
投
開
票
）
へ
の
立
候

補
に
向
け
、
議
員
辞
職
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
国
会
内
で
記
者
団

に
「
辞
職
す
る
方
向
で
調
整

し
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
」

と
述
べ
た
。
補
選
に
立
候
補

す
る
か
と
問
わ
れ
「
も
ち
ろ

ん
だ
」
と
も
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
投
稿
し
た
動
画
で

「
い
っ
た
ん
国
会
議
員
を
辞

め
ま
す
」
と
表
明
し
た
。
詳

細
は
８
日
夕
の
記
者
会
見
で

説
明
す
る
と
し
た
。
補
選
に

は
前
埼
玉
県
知
事
の
上
田
清

司
氏
（
７
１
）
が
出
馬
を
表

明
し
て
い
る
。

　

立
花
氏
は
今
月
４
日
の

会
見
で
、
補
選
に
候
補
者

を
擁
立
す
る
方
針
を
表
明
。

２
０
１
７
年
の
衆
院
選
で
落

ン
大
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ピ
ー

ブ
ル
ズ
名
誉
教
授
（
８
４
）

に
授
与
す
る
と
発
表
し
た
。

従
来
の
宇
宙
観
を
大
き
く
変

え
た
業
績
が
評
価
さ
れ
た
。

　

ス
イ
ス
の
２
氏
は
１
９
９ 

５
年
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
観
測

施
設
を
使
い
、
木
星
の
よ
う

に
ガ
ス
で
で
き
た
惑
星
「
ペ

ガ
ス
ス
座
５
１
番
星
ｂ
」
を

る
「
緊
急
状
況
規
則
条
例
」

を
発
動
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
通
信
を
制
限
す
る

可
能
性
に
言
及
。
林
鄭
氏
は

同
条
例
の
さ
ら
な
る
発
動
を

否
定
し
た
が
、
市
民
の
間
で

当
局
の
締
め
付
け
に
警
戒
が

強
ま
っ
て
い
る
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
中
国
の

国
慶
節
（
建
国
記
念
日
）
に

伴
う
大
型
連
休
の
期
間
中
の

今
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で
に

中
国
本
土
か
ら
香
港
を
訪
れ

た
人
は
昨
年
同
期
に
比
べ
て

５
６
％
減
少
。
観
光
業
界
は

打
撃
を
受
け
て
い
る
。

　

覆
面
禁
止
法
の
施
行
後
に

起
き
た
抗
議
活
動
の
影
響

で
、
鉄
道
運
営
会
社
は
８
日

に
複
数
の
地
下
鉄
駅
を
閉

鎖
。
香
港
各
地
で
現
金
自
動

預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
が
破
壊

さ
れ
、
一
部
で
現
金
の
引
き

出
し
が
困
難
に
な
っ
た
。
香

港
の
中
国
銀
行
は
襲
撃
対
象

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
部

店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し

た
。

選
し
た
豊
田
真
由
子
元
衆
院

議
員
を
含
む
、
意
中
の
３
人

か
ら
選
ぶ
と
し
て
い
た
。

　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
の
立
花
氏

は
、
受
信
料
を
支
払
っ
た
人

だ
け
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
視
聴
で
き

る
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
放
送
」

化
を
主
張
。
Ｎ
国
は
７
月
の

参
院
選
比
例
で
約
９
８
万
票

を
得
て
１
議
席
を
獲
得
し
、

寝
た
き
り
脱
し

リ
ハ
ビ
リ
開
始

京
ア
ニ
事
件
の
青
葉
容
疑
者

　

貿
易
協
定
で
は
、
牛
肉
や

で
開
か
れ
た
日
米
貿
易
協
定

の
署
名
式
で
「
ま
ず
始
め
に

安
倍
晋
三
首
相
の
誕
生
日
を

祝
い
た
い
。
彼
は
今
日
３
９

歳
に
な
っ
た
」
と
冗
談
を
飛

ば
し
、
会
場
が
笑
い
に
包
ま

れ
た
。

　

安
倍
氏
の
実
際
の
誕
生
日

は
９
月
２
１
日
で
今
年
６
５

歳
に
な
っ
た
。
北
朝
鮮
や
イ

ラ
ン
、
米
中
貿
易
交
渉
な
ど

主
要
な
外
交
・
通
商
問
題
が

い
ず
れ
も
難
航
す
る
中
、
来

年
の
大
統
領
選
に
向
け
て
ト

に
被
爆
地
の
平
和
へ
の
思
い

が
さ
ら
に
広
が
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
し
て
い
る
。

発
見
。
２
人
の
研
究
が
刺
激

と
な
っ
て
太
陽
系
外
惑
星
の

探
索
が
盛
ん
に
な
り
、
こ
れ

ま
で
に
太
陽
と
は
違
っ
た
恒

星
を
周
回
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

大
き
さ
や
形
態
の
惑
星
が

４
千
個
以
上
、
見
つ
か
っ
て

い
る
。

　

主
に
岩
石
で
で
き
て
お

り
、
恒
星
か
ら
の
熱
が
適
度

に
届
く
惑
星
に
は
水
が
液
体

の
状
態
で
存
在
で
き
、
生
命

が
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
探

索
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
米

航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）

は
昨
年
か
ら
、
宇
宙
望
遠
鏡

「
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ（
テ
ス
）」を
使
っ

て
太
陽
系
の
外
の
惑
星
の
観

測
を
進
め
て
い
る
。

　

ピ
ー
ブ
ル
ズ
氏
は
、
１
３ 

８
億
年
前
に
宇
宙
が
誕
生
し

た
後
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
い
う

高
温
状
態
か
ら
冷
え
な
が
ら

膨
張
し
、
物
質
が
少
し
ず
つ

集
ま
っ
て
星
や
銀
河
を
形
成

し
て
現
在
の
姿
に
な
っ
た
と

い
う
宇
宙
の
進
化
を
理
論
的

に
明
ら
か
に
し
た
。

　

初
期
宇
宙
の
痕
跡
で
あ
る

宇
宙
背
景
放
射
の
存
在
を
理

論
的
に
予
言
し
た
ほ
か
、
宇

宙
の
大
部
分
は
、
観
測
で
き

な
い
暗
黒
物
質
や
暗
黒
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る

と
い
う
現
在
の
宇
宙
像
の
構

築
に
貢
献
し
た
。
暗
黒
物
質

な
ど
は
正
体
不
明
で
、
重
要

な
研
究
対
象
に
な
っ
て
い

る
。

　

授
賞
式
は
１
２
月
１
０
日

に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
か

れ
、
賞
金
９
０
０
万
ク
ロ
ー

ナ
（
約
９
７
０
０
万
円
）
の

う
ち
半
分
が
ピ
ー
ブ
ル
ズ
氏

に
、
残
り
が
マ
イ
ヨ
ー
ル
氏

と
ケ
ロ
ー
氏
に
半
分
ず
つ
贈

ら
れ
る
。

　
【
香
港
共
同
】
香
港
警
察

は
８
日
、
デ
モ
参
加
者
の
マ

ス
ク
着
用
を
禁
じ
る
「
覆
面

禁
止
法
」
に
違
反
し
た
容
疑

で
、
５
日
の
同
法
施
行
後
に

計
７
７
人
を
逮
捕
し
た
と
発

表
し
た
。
政
府
は
禁
止
法
に

反
発
し
て
激
し
さ
を
増
す
デ

モ
へ
の
取
り
締
ま
り
を
強
化

す
る
が
、
火
に
油
を
注
ぐ
悪

く
れ
る
選
手
が
い
る
の
は
あ

り
が
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
地
の
長
崎
市
に

９
月
１
０
日
か
ら
１
７
日
に

か
け
て
滞
在
し
て
い
た
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
代
表
は
、
同

１
３
日
と
１
６
日
の
２
回
に

分
け
て
全
員
が
原
爆
資
料
館

と
国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追

悼
平
和
祈
念
館
を
見
学
し

た
。

　

長
崎
平
和
推
進
協
会
に
よ

る
と
、
協
会
メ
ン
バ
ー
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
１
時
間

ほ
ど
見
学
し
、「
被
爆
者
は

今
、
何
人
ぐ
ら
い
生
存
し
て

い
る
の
か
」「
被
爆
者
は
ど

ん
な
思
い
を
抱
え
て
い
る
の

か
」
と
い
っ
た
質
問
も
上

が
っ
た
。
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
鶴
を
折
り
、
大
事
そ
う
に

持
ち
帰
っ
た
選
手
も
い
た
と

い
う
。

　

市
に
よ
る
と
、
今
回
の
見

学
は
、
３
年
前
に
資
料
館
を

訪
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

ラ
グ
ビ
ー
協
会
の
マ
ー
ク
・

ド
ッ
ド
ソ
ン
最
高
経
営
責
任

者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
意
向
を
受

け
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

資
料
館
の
鍋
島
秀
幸
・
施
設

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
「
選
手
ら
は

と
て
も
熱
心
で
、
改
め
て
被

爆
の
実
相
を
伝
え
て
い
く
被

爆
地
の
責
任
を
感
じ
た
」
と

話
し
た
。

　

英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
に
よ
る

と
、
キ
ャ
ン
プ
地
の
北
九
州

会
見
で
「
農
林
水
産
業
の
生

産
基
盤
の
強
化
を
進
め
る
」

と
述
べ
た
。
麻
生
太
郎
財
務

相
は
農
業
を
中
心
と
し
た
国

内
対
策
に
つ
い
て
、
予
算
措

置
を
前
向
き
に
検
討
す
る
考

え
を
示
し
た
。

　
【
共
同
】
京
都
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
放
火
殺
人
事
件
で
、

重
い
や
け
ど
で
大
阪
府
内
の

病
院
に
入
院
中
の
青
葉
真
司

容
疑
者
（
４
１
）
＝
殺
人
な

ど
の
容
疑
で
逮
捕
状
＝
が
、

寝
た
き
り
の
状
態
を
脱
し
、

座
っ
た
状
態
で
の
リ
ハ
ビ
リ

豚
肉
な
ど
農
産
物
の
関
税
の

の
「
Ｋ
ｙ
ｏ
ｄ
ｏ
事
業
協
同

組
合
」
と
千
葉
県
芝
山
町

の
「
国
際
技
術
交
流
協
同
組

合
」。

　

入
管
庁
な
ど
に
よ
る
と
、

さ
い
た
ま
市
の
監
理
団
体
は

昨
年
５
月
、
ベ
ト
ナ
ム
の
送

り
出
し
機
関
に
支
払
う
事
前

講
習
の
委
託
料
を
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
せ
る
取
り
決

め
を
し
て
い
た
。

　

千
葉
県
の
監
理
団
体
は
昨

年
７
月
、
実
習
生
が
失
踪
し

た
場
合
に
、
送
り
出
し
機
関

が
賠
償
金
を
支
払
う
と
の
覚

書
を
交
わ
し
て
い
た
。
額
は

１
年
目
に
失
踪
し
た
場
合
が

３
０
万
円
、
２
年
目
以
降
が

２
０
万
円
だ
っ
た
と
い
う
。

　
【
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
共

同
】
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
王
立

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
８
日
、

２
０
１
９
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
、
太
陽
系
外
の

惑
星
を
発
見
し
た
ス
イ
ス
・

市
に
滞
在
し
て

い
た
ウ
ェ
ー
ル

ズ
代
表
の
ハ
ド

リ
ー
・
パ
ー
ク

ス
は
オ
フ
を
利

用
し
、
新
幹
線

で
広
島
へ
。
原

爆
資
料
館
を
見

学
し
「
こ
の
街

の
人
々
が
経
験

し
た
こ
と
に
つ

い
て
考
え
た
の

は
強
烈
な
経
験

だ
っ
た
」
と
感

想
を
述
べ
た
と

い
う
。

　

広
島
県
原
爆

被
害
者
団
体
協

議
会
の
箕
牧
智

之
理
事
長
代
行

（
７
７
）
は
「
Ｗ

杯
を
き
っ
か
け

　
【
共
同
】
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
で
来

日
し
て
い
る
海
外
代
表
の
中

に
は
、
空
い
た
時
間
を
利
用

し
、
被
爆
地
を
訪
ね
る
選
手

が
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

代
表
は
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
長
崎
市
の
原
爆
資
料
館

を
見
学
し
た
。
説
明
に
聞
き

入
り
、
熱
心
に
質
問
し
て
い

た
と
い
い
、
被
爆
者
は
「
原

爆
の
惨
禍
に
思
い
を
は
せ
て

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
（
７
３
）

は
７
日
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

ラ
ン
プ
氏
が
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
日
米
貿
易
協
定
の
署
名
に

“
ご
機
嫌
”
だ
っ
た
と
み
ら

れ
る
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
署
名

式
に
合
わ
せ
て
「
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
米
国
の
農
家
に

と
っ
て
、
と
て
つ
も
な
い
勝

利
を
手
に
入
れ
た
」
と
題
す

る
声
明
を
発
表
し
た
。
ト
ラ

ン
プ
氏
は
署
名
式
で
安
倍
氏

を
「
非
常
に
良
い
友
達
」「
素

晴
ら
し
い
紳
士
」
と
持
ち
上

げ
る
発
言
も
連
発
し
た
。

立
花
氏
が
初
当
選
し
た
。

　

当
選
後
、
立
花
氏
は
世
界

の
人
口
増
に
絡
ん
で「
虐
殺
」

に
言
及
。
ネ
ッ
ト
に
投
稿
し

た
動
画
を
巡
っ
て
脅
迫
容
疑

で
書
類
送
検
さ
れ
る
な
ど
物

議
を
醸
し
て
き
た
。

　

立
花
氏
が
辞
職
す
れ
ば
、

参
院
選
比
例
の
Ｎ
国
名
簿
で

次
点
だ
っ
た
医
師
の
浜
田
聡

氏
が
繰
り
上
げ
当
選
と
な
る

見
通
し
だ
。

を
始
め
た
こ
と
が
８
日
、
関

係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ

た
。
逮
捕
状
の
執
行
に
は
勾

留
に
耐
え
ら
れ
る
と
の
医
師

の
判
断
が
前
提
で
、
逮
捕
の

見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
車
い

す
に
座
れ
る
程
度
ま
で
回
復

し
、
今
後
は
歩
行
の
訓
練
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。
青
葉
容

疑
者
は
発
声
で
き
、
簡
単
な

会
話
を
し
て
い
る
が
、
事
件

に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な

い
と
い
う
。

　

青
葉
容
疑
者
が
病
院
で
話

を
し
て
も
、
裁
判
で
供
述
の

任
意
性
が
争
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
京
都
府
警
は
取
り

調
べ
の
進
め
方
を
慎
重
に
検

討
し
て
い
る
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
青
葉

容
疑
者
は
皮
膚
移
植
手
術
を

重
ね
、
８
月
上
旬
に
は
ヤ

マ
場
を
越
え
、
ほ
ぼ
命
に
別

条
が
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

た
。

　

青
葉
容
疑
者
は
７
月
１
８

日
午
前
１
０
時
半
ご
ろ
、
京

都
市
伏
見
区
の
京
ア
ニ
第
１

ス
タ
ジ
オ
に
玄
関
か
ら
侵
入

し
、
ガ
ソ
リ
ン
を
ま
い
て
火

を
付
け
た
疑
い
が
あ
る
。
事

件
で
は
、
ス
タ
ジ
オ
に
い
た

社
員
７
０
人
の
う
ち
３
６
人

が
死
亡
し
、
３
３
人
が
重
軽

傷
を
負
っ
た
。

　
【
共
同
】
外
国
人
技
能
実

習
生
受
け
入
れ
に
絡
み
、
出

入
国
在
留
管
理
庁
と
厚
生
労

働
省
は
８
日
、
技
能
実
習
適

正
化
法
に
違
反
し
、
ベ
ト
ナ

ム
の
送
り
出
し
機
関
か
ら

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
な
ど
を

約
束
し
て
い
た
と
し
て
、
受

け
入
れ
を
仲
介
し
て
い
た
二

つ
の
監
理
団
体
の
許
可
を
取

り
消
し
た
。

　

監
理
団
体
は
さ
い
た
ま
市

技
能
実
習
、
許

可
取
り
消
し

２
監
理
団
体
、
不
正
な
契
約



軍
と
農
務
省
の
不
満
は
増
大

た
。

　

だ
が
、
同
大
統
領
は
８
日

朝
、
リ
カ
ル
ド
・
サ
レ
ス
環

境
相
と
の
会
談
後
、「
北
東

部
の
海
岸
に
漂
着
し
た
原
油

は
意
図
的
に
ば
ら
撒
か
れ
た

可
能
性
が
あ
る
」
と
発
言
。

環
境
相
は
７
日
、
北
東
部
の

海
岸
を
歩
き
、
上
空
視
察
も

行
っ
て
来
た
ば
か
り
だ
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
５

日
、
連
警
と
海
軍
、
Ｉ
ｂ

ａ
ｍ
ａ
、
生
物
多
様
性
保
全

の
た
め
の
シ
コ
・
メ
ン
デ
ス

研
究
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｂ
ｉ
ｏ
）

に
、
原
油
汚
染
の
原
因
と
責

任
者
特
定
の
た
め
の
捜
査
も

指
示
し
た
。
大
統
領
は
４
８

時
間
以
内
に
報
告
を
行
う
よ

う
命
じ
て
お
り
、
７
日
の
発

言
は
そ
れ
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
濃
厚
だ
。
だ

が
、
報
道
陣
か
ら
の
質
問
に

は
、「
外
交
上
の
問
題
を
起
こ

し
た
く
な
い
か
ら
、
ま
だ
国

名
は
明
か
せ
な
い
」
と
語
る

に
止
ま
っ
た
。

　

だ
が
、
原
油
に
よ
る
海
岸

部
の
汚
染
が
徐
々
に
広
が
っ

て
い
る
事
は
確
か
で
、
９
月

２
４
日
は
セ
ル
ジ
ッ
ペ
州
、

　

国
立
植
民
農
地
改
革
院（
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
）の
総
裁
で
陸
軍
大
将
で
も
あ
る
ジ
ョ
ア
ン・

カ
ル
ロ
ス
・
ジ
ェ
ズ
ス
・
コ
レ
イ
ラ
氏
が
解
任
さ
れ
た
こ
と
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の

派
閥
で
構
成
さ
れ
て
い
る
土
地
問
題
特
別
局
に
対
す
る
、
軍
関
係
者
や
農
務
省
か
ら

の
批
判
が
激
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
コ
レ
イ
ラ
氏
解
任
が
同
局
局
長
で
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
友
人
で
あ
る
ナ
ブ
ハ
ン
・
ガ
ル
シ
ア
氏
の
私
欲
に
よ
る
強
い
干
渉
に
よ

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
。
８
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い
る
。

ア
氏
の
三
者
会
談
で
、
コ
レ

イ
ラ
氏
と
他
４
人
の
大
佐
の

解
任
が
決
ま
っ
た
。

　

テ
レ
ー
ザ
氏
は
会
談
の
結

果
を
コ
レ
イ
ラ
氏
に
直
接
伝

え
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、

そ
の
前
に
解
任
情
報
が
漏
れ

て
し
ま
っ
た
。
ガ
ル
シ
ア
氏
は

エ
ス
タ
ー
ド
紙
に
対
し
、「
残

念
な
が
ら
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
仕

事
に
過
ち
が
あ
っ
た
よ
う
だ
」

「
政
府
は
法
定
ア
マ
ゾ
ン
を

中
心
と
す
る
地
域
で
土
地
所

有
を
希
望
し
て
い
る
人
々
へ

の
対
応
を
速
や
か
に
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
」
と
語
っ
て

い
る
。

　
コ
レ
イ
ラ
氏
は
ワ
ッ
ツ
ア
ッ

プ
で
関
係
者
へ
の
解
任
の
挨

拶
を
か
ね
て
心
情
を
語
っ
た
。

そ
の
中
で
、「
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ

監
督
官
３
０
人
の
内
、
複
数

の
人
物
が
犯
罪
的
な
た
く
ら

み
に
関
わ
っ
て
い
る
」
と
し
た

上
で
、
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
と
マ
ッ

ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
の
名
前
を

挙
げ
て
、
不
正
が
行
わ
れ
て

い
た
と
指
摘
。「
私
た
ち
は
そ

れ
に
反
対
で
、
倫
理
観
と
誠

実
さ
を
持
っ
て
対
処
し
よ
う

　

聖
州
保
安
局
が
ま
と
め

た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
１
〜

８
月
の
聖
市
内
で
の
強
盗
件

数
は
、
前
年
同
期
比
で
２
・

３
１
％
減
っ
た
が
、
南
部
の

シ
ダ
ー
デ
・
ア
デ
マ
ー
ル
に

あ
る
ヴ
ィ
ラ
・
ジ
ョ
ア
ニ
ー
ザ

署
で
は
４
４
・
９
６
％
、
東

部
ヴ
ィ
ラ
・
ア
ル
ピ
ー
ナ
署

と
し
て
き
た
」
と
し
、
自
分

た
ち
が
内
部
不
正
に
対
処
し

よ
う
と
し
て
解
任
さ
れ
た
こ

と
を
ほ
の
め
か
し
た
。

　

ド
ス・サ
ン
ト
ス
氏
も
、「
Ｉ

Ｎ
Ｃ
Ｒ
内
部
に
は
い
く
つ
か

の
派
閥
が
あ
り
、
そ
の
中
に

は
犯
罪
的
な
も
の
が
存
在
し

た
」「
そ
れ
ら
の
派
閥
に
対
し

て
５
０
を
超
え
る
訴
訟
が
存

在
し
た
」
な
ど
と
し
、パ
ラ
ー

州
で
も
問
題
が
あ
っ
た
と
語
っ

た
。

　

ガ
ル
シ
ア
氏
は
先
週
も
、

「
土
地
所
有
権
の
正
規
化
の

た
め
の
暫
定
令
は
自
己
宣
言

と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
予
定

で
、
準
備
は
ほ
ぼ
整
っ
て
い

る
」
と
発
言
し
、
農
務
省
を

不
愉
快
に
さ
せ
て
い
る
。

内
部
不
正
の
是
正
に
干
渉
か
？

今
月
４
日
に
は
バ
イ
ア
州
で

も
原
油
の
塊
発
見
と
い
っ
た

具
合
で
南
下
し
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

沈
没
船
か
ら
の
原
油
漏
れ
な

ら
、
原
油
漂
着
は
ま
だ
続
く

と
の
見
解
も
表
明
。
サ
レ
ス

環
境
相
は
７
日
に
流
し
た
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
、
Ｉ
ｂ
ａ
ｍ
ａ

や
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｂ
ｉ
ｏ
、
海
軍
、

そ
の
他
の
機
関
が
回
収
し
た

原
油
の
塊
は
、
１
０
０
ト
ン

ん
で
お
り
、
全
て
が
同
じ
成

分
の
原
油
に
よ
る
汚
染
だ
と

い
う
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
７

日
、
国
防
省
で
の
緊
急
会
議

後
に
、「
伯
国
で
は
生
産
も

販
売
も
し
て
い
な
い
成
分
の

原
油
で
、
船
か
ら
の
原
油
漏

れ
の
可
能
性
が
強
い
」「
汚
染

源
と
し
て
あ
る
国
が
捜
査
線

上
に
上
っ
て
い
る
が
、
現
在
は

ま
だ
、
犯
罪
行
為
か
、
事
故

か
の
区
別
も
つ
い
て
お
ら
ず
、

国
名
は
明
か
せ
な
い
」
と
語
っ

　
【
既
報
関
連
】
９
月
２
日

以
降
、
北
東
部
の
海
岸
に
漂

着
し
た
原
油
に
よ
る
環
境
汚

染
は
範
囲
が
拡
大
し
続
け
て

お
り
、
回
収
さ
れ
た
原
油
の

固
ま
り
は
１
０
０
ト
ン
に
及

ん
だ
と
７
〜
８
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

９
月
２
６
日
現
在
は
８
州

４
８
市
、
１
０
５
海
岸
と

さ
れ
て
い
た
汚
染
箇
所
は
、

７
日
現
在
、
９
州
６
１
市
、

１
３
２
海
岸
に
増
え
て
い
る
。

国
立
再
生
可
能
天
然
資
源
・

環
境
院
（
Ｉ
ｂ
ａ
ｍ
ａ
）
に

よ
る
と
、
原
油
に
よ
る
環
境

汚
染
は
北
東
部
の
全
州
に
及

９
州
１
３
２
カ
所
で
１
０
０
ト
ン
超

首
都
を
遷
都
す
る
異
常
事
態
に

ウ
ミ
ガ
メ
の
子
放
流
も
当
面
中
止

以
上
と
記
し
て
い
る
。

　

原
油
に
よ
る
海
岸
部
汚
染

拡
大
を
受
け
、
当
局
は
健
康

被
害
を
避
け
る
た
め
に
海
岸

に
出
る
事
を
控
え
る
よ
う
通

達
。
観
光
客
の
減
少
や
宿
泊

施
設
の
予
約
解
約
な
ど
の
影

響
も
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
海
洋
そ
の
も
の
の

汚
染
状
況
も
明
確
で
は
な
い

た
め
、
バ
イ
ア
州
北
部
海
岸

で
卵
か
ら
孵
っ
た
ば
か
り
の

ウ
ミ
ガ
メ
の
子
供
を
海
に
帰

す
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｔ
ａ

ｍ
ａ
ｒ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
子
ガ
メ
の
放
流
を
中
止

し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
と
、
現
時
点
で
は
原
油
漂

着
に
よ
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
子

ガ
メ
は
よ
り
脆
弱
な
た
め
に

放
流
を
止
め
、
海
岸
部
に
あ

る
巣
の
観
察
や
孵
化
し
た
ば

か
り
の
子
ガ
メ
の
保
護
を
続

け
る
と
い
う
。

中
枢
部
に
お
り
、
干
渉
し
て

い
た
」
と
し
、
ガ
ル
シ
ア
氏

が
そ
の
動
き
に
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
公
に
し
た
。

　

ガ
ル
シ
ア
氏
は
農
業
生
産

者
（
農
地
主
）
民
主
主
義
連

合
（
Ｕ
Ｄ
Ｒ
）
の
会
長
（
現

在
休
職
中
）
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
と
は
個
人
的
な
友
人
で

も
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
の
大

統
領
選
で
は
、
早
く
か
ら
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
支
援
し
て
い
た
。

　

テ
レ
ー
ザ
・
ク
リ
ス
チ
ー

ナ
農
相
は
ガ
ル
シ
ア
氏
に
よ

る
干
渉
を
察
知
し
、
個
人
的

に
注
意
を
促
し
て
い
た
が
、

効
果
が
な
か
っ
た
。
９
月

３
０
日
に
開
か
れ
た
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
と
農
相
、
ガ
ル
シ

セルジッペ州の海岸に漂着した原油
（Adema/Governo de Sergipe）

テレーザ農相
（v.Rovena Rosa/Agencia Brasil）

翻
弄
さ
れ
る
テ
レ
ー
ザ
農
相

エクアドル・スト

　

テ
レ
ー
ザ
農
相
の
側
近
た

ち
は
、
自
己
宣
言
に
よ
る
土

地
取
得
な
ど
の
考
え
に
反
対

す
る
人
た
ち
が
報
復
を
考
え

て
敵
対
心
が
激
化
す
る
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る
と
い
う
。

で
は
３
６
・
８
６
％
の
よ
う

に
、
件
数
が
急
増
し
た
地
域

も
あ
る
と
い
う
。
保
安
局
は
、

こ
の
２
署
で
は
計
５
９
８

人
が
逮
捕
さ
れ
た
と
主
張

し
て
い
る
。
他
方
、
窃
盗
は

州
内
で
５
・
４
２
％
、
市
内

で
１
４
・
７
８
％
増
え
て
お

り
、
東
部
の
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・

ア
ウ
ヴ
ィ
ン
署
に
至
っ
て
は

８
９
・
１
９
％
と
、
倍
近
く

に
増
え
て
い
る
。
保
安
局
は

窃
盗
デ
ー
タ
は
「
ネ
ッ
ト
に

よ
る
届
出
で
、
異
常
が
あ
っ

た
可
能
性
あ
り
」
と
し
て
い

る
が
、
は
た
し
て
？

　
　
　
　
　

◎

　

４
日
、パ
ラ
ナ
州
ク
リ
チ
ー

バ
で
、
５
人
に
硫
酸
を
か
け

て
負
傷
さ
せ
る
危
険
行
為
を

行
っ
て
い
た
４
８
歳
の
企
業

家
男
性
が
逮
捕
さ
れ
た
。
事

件
そ
の
も
の
は
今
年
６
月
に

南
大
河
州
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ

レ
で
起
こ
っ
た
も
の
だ
。
こ
の

容
疑
者
は
同
市
に
住
む
恋
人

を
ク
リ
チ
ー
バ
に
転
居
さ
せ

る
べ
く
、「
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ

レ
に
住
み
続
け
る
と
こ
ん
な

に
危
険
な
こ
と
が
起
き
る
」

と
証
明
し
よ
う
と
し
た
と
い

う
。
女
性
は
結
婚
し
、
転
居

も
し
た
が
、
８
月
に
離
縁
手

続
き
を
行
い
、
男
性
と
別
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
の
サ
ッ
カ
ー
は
、
欧

州
が
ユ
ー
ロ
の
予
選
、
ア
ジ

ア
が
Ｗ
杯
予
選
、
伯
国
代
表

も
ア
ジ
ア
で
親
善
試
合
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
一
杯
。
だ
が
、

そ
の
間
も
全
国
選
手
権
は
休

み
な
し
で
、
今
日
と
明
日
も

試
合
が
あ
る
。
注
目
は
今
夜

行
わ
れ
る
サ
ン
ト
ス
対
パ
ル

メ
イ
ラ
ス
戦
。
同
選
手
権
３

位
と
２
位
の
対
戦
だ
。
首
位

フ
ラ
メ
ン
ゴ
は
今
節
、
セ
レ

ソ
ン
召
集
選
手
が
多
く
、
苦

戦
が
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、

差
を
縮
め
る
好
機
を
逃
し
た

く
な
い
と
こ
ろ
。

　

１
３
日
に
伯
国
初
の
女
性

聖
人
の
列
聖
式
が
行
わ
れ
る

た
め
、
上
院
で
の
社
会
保
障

制
度
改
革
案
承
認
が
さ
ら
に

遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
８

日
付
伯
字
紙
が
報
じ
た
。

　

１
３
日
に
福
者
か
ら
聖
人

に
昇
格
す
る
の
は
５
人
で
、

女
性
聖
職
者
で
は
伯
国
初
の

聖
人
と
な
る
イ
ル
マ
ン
・
ド
ゥ

ウ
セ
こ
と
、
マ
リ
ア
・
リ
タ
・

デ
・
ソ
ウ
ザ
・
ブ
リ
ッ
ト
・
ロ

ペ
ス
・
ポ
ン
テ
ス
も
そ
の
中
の

１
人
だ
。

　

１
９
１
４
年
に
バ
イ
ア
州

サ
ル
バ
ド
ー
ル
市
で
生
ま
れ

た
イ
ル
マ
ン
・
ド
ゥ
ウ
セ
は
、

貧
者
救
済
に
一
生
を
捧
げ
、

１
９
９
２
年
に
同
市
で
没
し

た
。
彼
女
の
名
を
冠
し
た
非

営
利
福
祉
団
体
「
オ
ブ
ラ
ス・

ソ
シ
ア
イ
ス
・
イ
ル
マ
ン
・
ド
ゥ

ウ
セ
」
は
今
年
５
月
に
設
立

６
０
周
年
を
迎
え
た
。
彼
女

の
列
福
は
２
０
１
１
年
で
、

死
後
２
７
年
で
の
聖
人
化
は

世
界
歴
代
３
位
と
い
う
異
例

の
早
さ
だ
。

　

社
会
自
由
党
の
マ
ジ
ョ
ー

ル
・
オ
リ
ン
ピ
オ
上
議
に
よ

る
と
、
社
会
保
障
制
度
改
革

案
の
審
議
は
１
５
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
彼
女
の
列

聖
式
出
席
の
た
め
に
バ
チ
カ

ン
市
国
に
向
か
っ
た
上
議
達

が
１
４
日
の
内
に
帰
国
し
な

け
れ
ば
、
第
２
回
目
の
承
認

が
２
２
日
に
ず
れ
込
む
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
案

の
第
２
回
目
承
認
は
当
初
、

１
０
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。

だ
が
、
職
権
乱
用
防
止
法
に

対
し
て
大
統
領
が
拒
否
権
を

行
使
し
た
項
目
の
審
議
が
前

倒
し
さ
れ
た
事
な
ど
で
、
２

回
目
の
承
認
は
１
５
日
以
降

に
先
送
り
さ
れ
た
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
案
は

１
〜
２
日
に
初
回
承
認
が
な

さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
承
認

さ
れ
た
修
正
案
に
よ
り
、
支

出
削
減
効
果
が
大
幅
に
落
ち

た
。
政
府
側
が
こ
れ
以
上
の

削
減
効
果
減
を
避
け
た
い
の

は
当
然
だ
が
、
承
認
に
向
け

た
票
数
確
保
の
た
め
に
議
員

の
帰
国
を
待
て
ば
、
審
議
が

遅
れ
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に

陥
っ
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
燃
料
の
値

上
が
り
に
起
因
す
る
デ
モ
激

化
を
受
け
、
エ
ク
ア
ド
ル
政

府
が
首
都
を
キ
ト
か
ら
グ
ア

ヤ
キ
ル
に
遷
都
す
る
と
い
う

異
例
の
判
断
を
行
っ
た
。
８

日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

遷
都
の
発
表
は
７
日
、
レ

ニ
ン
・
モ
レ
ノ
大
統
領
の
テ

レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の
演
説
を
通

じ
て
行
わ
れ
た
。

　

同
大
統
領
に
よ
れ
ば
、
遷

都
の
理
由
は
、
連
邦
政
府
の

あ
る
キ
ト
の
カ
ロ
ン
デ
レ
宮

殿
付
近
が
、
デ
モ
隊
と
軍
の

戦
闘
の
場
所
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
だ
と
い
う
。

　

同
宮
殿
が
危
機
的
状
況
に

陥
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
職
員

や
政
府
の
番
記
者
は
す
べ
て

退
散
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
議
会
も
議
事
堂
が
デ

モ
隊
に
占
拠
さ
れ
、
機
能
不

全
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
ス
ト
は
、
ガ
ソ
リ

ン
や
軽
油
へ
の
補
助
金
制
度

の
廃
止
に
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン

価
格
の
場
合
は
１
２
３
％
の

よ
う
に
、
燃
料
が
大
幅
に
値

上
が
り
し
た
こ
と
が
理
由
で

は
じ
ま
っ
た
。
国
民
か
ら
の

抗
議
行
動
の
激
し
さ
に
耐
え

か
ね
た
モ
レ
ノ
大
統
領
は
、

３
日
に
非
常
事
態
を
宣
言
。

抗
議
行
動
鎮
圧
の
た
め
に
、

各
地
に
軍
を
派
兵
し
た
。

　

だ
が
、
そ
れ
が
火
に
油
を

注
ぐ
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ロ
イ
タ
ー
の
発
表
に
よ

る
と
、
７
日
ま
で
に
７
３
人

が
負
傷
（
内
５
９
人
は
警
備

隊
員
）、
５
７
０
人
の
逮
捕

者
を
記
録
す
る
事
態
と
な
っ

て
い
る
。

　

６
日
に
は
南
部
の
ア
ズ
ア

イ
県
で
、
３
５
歳
の
男
性
が

車
に
は
ね
ら
れ
て
亡
く
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
公
道
を
封
鎖

し
て
い
た
デ
モ
隊
か
ら
の
攻

撃
を
避
け
る
た
め
に
強
行
突

破
し
よ
う
と
し
た
車
の
運
転

手
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
ス
ト
が
長
引
き
、

激
化
し
て
い
る
背
景
に
は
、

先
住
民
の
存
在
が
あ
る
。
エ

ク
ア
ド
ル
先
住
民
連
盟
（
Ｃ

Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｅ
）
は
す
で
に
、

モ
レ
ノ
大
統
領
が
燃
料
値
上

げ
を
撤
回
し
な
い
限
り
、
徹

底
抗
戦
を
続
け
る
と
宣
言
。

彼
ら
は
国
内
の
主
要
幹
線
道

路
を
封
鎖
し
て
い
る
。

　

そ
の
影
響
で
、
７
日
に
は
、

米
国
か
ら
伯
国
ま
で
１
４
カ

国
を
バ
イ
ク
で
横
断
し
よ
う

と
し
て
い
る
伯
人
男
性
２
人

が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
の
国
境
で

取
り
囲
ま
れ
、
脅
さ
れ
る
事

件
が
発
生
。
彼
ら
は
そ
の
場

か
ら
逃
げ
て
身
を
隠
し
た
が
、

国
境
が
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、

長
時
間
待
っ
た
上
で
、
闇
に

乗
じ
て
エ
ク
ア
ド
ル
に
入
る
と

い
う
冒
険
も
経
験
し
た
。

　

モ
レ
ノ
大
統
領
は
、
国
際

通
貨
基
金
か
ら
の
資
金
援
助

を
理
由
に
、
補
助
金
制
度
撤

回
の
方
針
を
変
え
る
こ
と
を

拒
み
続
け
て
い
る
。

　

全
国
財
・
サ
ー
ビ
ス
・
観

光
商
業
連
合
（
Ｃ
Ｎ
Ｃ
）
が
、

今
年
の
「
子
供
の
日
」
商
戦

の
売
上
は
昨
年
比
４
・
４
％

増
の
７
８
億
レ
ア
ル
と
の
見

込
み
を
明
ら
か
に
し
た
と
７

日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ

た
。
こ
の
数
字
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ

が
こ
こ
６
年
間
で
最
良
の
結

果
を
期
待
し
て
い
る
事
を
表

し
て
い
る
。

　

最
も
売
上
が
伸
び
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
は
玩
具
や

電
子
電
化
製
品
で
、
昨
年
同

期
比
８
・
２
％
増
の
見
込
み

だ
。
衣
服
や
靴
も
４
・
５
％

増
が
見
込
ま
れ
て
い
る
他
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ハ

イ
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
子

供
用
品
の
売
上
も
３
・
５
％

増
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
書
籍
や
文
具
類
の

売
上
は
昨
年
同
期
比
で
４
・

１
％
減
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
別
に
見
た
売
上
予

想
上
位
４
州
は
、
聖
州

２
２
億
レ
ア
ル
、
ミ
ナ
ス
州

７
億
７
２
０
０
万
レ
ア
ル
、

リ
オ
州
７
億
１
２
０
０
万

レ
ア
ル
、
南
大
河
州

６
億
１
１
０
０
万
レ
ア
ル

で
、
こ
れ
ら
４
州
だ
け
で
、

全
体
の
売
上
の
５
５
％
を
占

め
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｃ
は
子
供
の
日
に
良

く
売
れ
る
種
類
毎
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
額
の
予
測
も
た
て
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
衣

類
や
運
動
靴
の
額
は
昨
年

同
期
比
で
各
々
、
４
％
と

３
％
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
１
・

４
％
安
く
な
り
、
自
転
車
や

玩
具
も
各
々
、
０
・
８
％
と

０
・
５
％
減
額
す
る
見
込
み

だ
。
そ
の
他
の
項
目
で
は
、

書
籍
が
２
６
・
８
％
、
映
画

が
１
４
・
３
％
、
子
供
靴
が

１
１
・
５
％
の
よ
う
に
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
額
が
高
く
な
る
と

み
ら
れ
て
い
る
。
昼
食
費
や

菓
子
類
の
額
も
、
各
々
、
６
・

８
％
と
４
・
５
％
高
く
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

書
籍
類
の
売
上
が
減
る
と

の
予
想
は
、
書
籍
の
価
格
上

昇
で
別
の
品
物
を
選
ぶ
消
費

者
が
増
え
る
事
を
予
測
し
た

可
能
性
が
あ
る
。

総裁ら解任の影に大統領の親友
　

Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
は
伯
国
内
の

農
地
問
題
を
管
理
す
る
政
府

機
関
で
、
土
地
を
持
た
な
い

農
民
に
国
有
地
の
再
分
配
な

ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
運

営
に
ガ
ル
シ
ア
氏
の
強
い
干

渉
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

コ
レ
イ
ラ
氏
と
共
に
Ｉ
Ｎ

Ｃ
Ｒ
Ａ
を
解
任
さ
れ
た
マ
ル

コ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ド
ス
・

サ
ン
ト
ス
大
佐
は
、「
必
ず
し

も
国
益
の
た
め
に
動
い
て
い

る
と
は
言
い
が
た
い
個
人
や

グ
ル
ー
プ
が
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の

社
会
保
障
制
度
改
革
承
認
に
遅
れ
？

１
３
日
の
ド
ゥ
ウ
セ
列
聖
式
の
た
め

収
束
せ
ず
逮
捕
者
５
０
０
人
超
す

ＩＮＣＲＡ
北 東 部

原
油
に
よ
る
海
岸
汚
染
続
く

（２）２０１９年 第５３４４号 １０月 ９日 （水曜日）

今
年
の「
子
供
の
日
商
戦
」は
？

昨
年
比
４
・４
％
増
見
込
む
商
店



メ
ガ
書
店
の
大
型
負
債
尻
目
に

組
関
係
者
を
蚊
帳
の
外
に
置

き
、
２
０
１
９
年
末
ま
で
に

ま
と
め
る
方
向
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

提
案
さ
れ
る
新
た
な
モ
デ

ル
に
関
し
て
中
央
労
組
の
間

で
統
一
的
な
見
解
は
な
い
も

の
の
、
現
状
で
は
少
な
く
と

も
、「（
市
単
位
あ
る
い
は
地

域
単
位
の
）
支
部
」
の
廃
止

と
い
う
、
従
来
拒
否
さ
れ
て

き
た
提
案
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
の
中
央
労
組
も
受
け
入

れ
て
い
る
。

　

統
一
中
央
労
組（
Ｃ
Ｕ
Ｔ
）

は
、
改
革
に
対
し
て
支
持
を

表
明
し
て
い
る
が
、
傘
下
の

労
組
は
こ
れ
に
抵
抗
し
て
い

る
。
他
方
、
フ
ォ
ル
サ
・
シ

ン
ジ
カ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
の

反
対
姿
勢
か
ら
提
案
を
切
り

替
え
て
い
る
。

　

他
方
、
全
国
工
業
連
合
会

（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）
や
全
国
農
業
連

合
会
（
Ｃ
Ｎ
Ａ
）、
全
国
財
・

サ
ー
ビ
ス
・
観
光
・
商
業
連

合
会
（
Ｃ
Ｎ
Ｃ
）、
全
国
輸

送
業
連
合
会
（
Ｃ
Ｎ
Ｔ
）、

ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
連
盟
（
Ｆ
Ｅ

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｎ
）
と
い
っ

　

メ
ガ
書
店
と
い
う
、
国
際
的
な
業
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
逆
行
す
る
潮
流
が
生

ま
れ
て
い
る
。
編
集
者
で
書
店
主
の
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
マ
ル
チ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
テ

ス
氏
に
よ
る
と
、「
人
々
は
今
、
厳
選
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
を
揃
え
て
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
た
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
あ
る
書
店
を
求
め
て
い
る
」
と
い
う
。

　

フ
ォ
ン
テ
ス
氏
の
店
舗
は

２
０
人
の
販
売
員
と
手
渡
し

可
能
な
１
３
万
冊
の
書
籍
を

備
え
て
お
り
、
そ
の
大
部
分

は
技
術
書
と
科
学
書
だ
。
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
一
般
書
籍

店
と
差
別
化
が
図
ら
れ
た
わ

け
で
は
な
い
。「
我
々
は
民

主
的
で
、
様
々
な
年
代
、
あ

ら
ゆ
る
知
識
分
野
に
扉
を
開

い
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ
に
対

し
て
投
資
し
、
専
門
技
術
を

備
え
た
ス
タ
ッ
フ
が
重
要

な
カ
ギ
を
握
る
と
考
え
て
い

小
規
模
書
店
が
ニ
ッ
チ
市
場
確
保

な
役
割
を
担
っ
た
ロ
ジ
ェ
リ

オ
・
マ
リ
ー
ニ
ョ
社
会
保
障
・

労
働
特
命
局
長
が
ま
と
め
る

法
案
に
先
立
つ
形
で
、
Ｐ
Ｅ

Ｃ
を
ま
と
め
る
こ
と
。

　

マ
リ
ー
ニ
ョ
局
長
は
、
法

務
関
係
者
と
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
、
政
府
の
専
門
家
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
法
案

を
ま
と
め
る
作
業
を
進
め
て

い
る
。

　

連
邦
政
府
の
組
合
改
革
案

は
、
会
社
ご
と
に
労
組
を
組

織
す
る
ア
メ
リ
カ
の
モ
デ
ル

に
着
想
を
得
た
も
の
で
、
労

　

経
済
問
題
で
、
大
統
領
府

と
の
主
導
権
争
い
と
し
て
、

新
た
に
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア

下
院
議
長
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ

Ｍ
）
が
、
労
働
組
合
改
革
に

関
す
る
憲
法
改
正
案
（
Ｐ
Ｅ

Ｃ
）
を
提
示
す
る
方
向
で
、

雇
用
主
団
体
と
労
働
者
団
体

に
呼
び
掛
け
て
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　

同
下
院
議
長
の
狙
い
は
、

組
合
費
の
負
担
義
務
撤
廃
を

定
め
た
労
働
制
度
改
革
で
、

２
０
１
７
年
に
、
当
時
連
邦

下
院
議
員
と
し
て
中
心
的

大
統
領
と
主
導
権
争
い
へ

　

こ
の
モ
デ
ル
は
、
フ
ナ
ッ

ク
と
サ
ラ
イ
ヴ
ァ
書
店
、
さ

ら
に
ク
ル
ト
ゥ
ー
ラ
書
店

自
身
が
、
い
ず
れ
も
民
事
再

生
に
よ
り
店
舗
を
閉
鎖
す
る

中
、
む
し
ろ
恩
恵
を
受
け
て

い
る
と
い
う
。
サ
ラ
イ
ヴ
ァ

マイア下院議長

アレシャンドレ・マルチンス・フォンテス氏

そ
れ
の
成
功
の
秘
訣
は
？

た
と
し
て
、
８
年
７
カ
月
の

有
罪
判
決
を
受
け
た
。

　

リ
オ
州
連
邦
刑
事
裁
判
所

第
３
法
廷
の
ロ
ザ
リ
ア
・
モ

ン
テ
イ
ロ
・
フ
ィ
ゲ
イ
ラ
裁

判
官
が
判
決
を
下
し
た
も
の

で
、
２
０
１
３
年
に
造
船
会

社
Ｏ
Ｓ
Ｘ
の
株
式
の
売
却
に

不
正
が
あ
っ
た
と
認
め
た
。

　

エ
イ
ケ
氏
の
代
理
人
、

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
マ
ル
チ
ン

ス
弁
護
士
は
、
こ
の
判
決
に

対
し
て
控
訴
す
る
と
コ
メ
ン

　

フ
ォ
ン
テ
ス
氏
は
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
内
に
２
店
舗
を
持
っ

て
お
り
、
２
０
１
９
年
に

事
業
は
３
８
％
成
長
し
て
い

る
。
パ
ウ
リ
ス
タ
大
通
り
の

店
舗
だ
け
で
も
、
過
去
１
２

カ
月
で
２
６
０
０
万
レ
ア
ル

の
売
上
を
計
上
し
た
。

　

同
氏
は
、
２
０
年
前
に

中
央
労
組
と
組
合
改
革
交
渉

委
員
会
の
議
論
が
、
自
動
車

デ
ィ
ー
ラ
ー
業
界
と
、
レ
ン

タ
カ
ー
会
社
と
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
対
立
を
生
じ
さ
せ
て

い
る
。

　

こ
の
法
案
は
、
商
品
サ
ー

ビ
ス
流
通
税
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）

の
免
税
適
用
を
受
け
て
、
レ

ン
タ
カ
ー
会
社
が
保
有
車
両

を
新
古
車
と
し
て
販
売
す
る

ブラジルの書店に異変
（３） ２０１９年第５３４４号  １０月 ９日 （水曜日）

エ
イ
ケ
氏
に
８
年
の
実
刑
判
決

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
で
市
場
不
正
操
作

で
、
一
時
的
な
景
気
刺
激
効

果
を
除
い
た
、
経
済
の
基
礎

的
成
長
率
が
緩
や
か
な
も
の

だ
と
い
う
状
況
を
前
提
に
し

て
い
る
こ
と
を
、
強
調
し
て

お
く
」
と
指
摘
し
た
。

　

中
銀
は
、
景
気
回
復
プ
ロ

セ
ス
に
は
踏
み
出
し
た
も
の

の
、
そ
の
足
取
り
は
緩
や
か

で
、
第
３
四
半
期
（
７
―
９

月
期
）
に
微
増
、
第
４
四
半

期
か
ら
勢
い
を
強
め
る
と
予

想
し
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

Ｅ
Ｄ
Ｅ
）
が
９
月
３
０
日
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
、
２
０
１ 

９
年
７
月
に
前
月
比
０
・
３ 

％
減
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。

　

前
年
同
月
と
の
比
較
で
は

１
・
４
％
増
だ
っ
た
。
ま
た
、

１
２
カ
月
の
累
積
で
は
１
・

３
％
増
だ
っ
た
。

　

州
内
工
業
が
、
７
月
は
前

月
比
１
・
５
％
減
の
マ
イ
ナ

ス
成
長
で
、
全
体
を
押
し
下

げ
た
。

　

Ｓ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
に
よ
る
と
サ

ン
パ
ウ
ロ
州
で
は
、
工
業
が

州
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
お
よ
そ
２
２
％

を
占
め
る
。
一
方
、
農
畜
産

業
は
６
・
３
％
増
、
サ
ー
ビ

ス
業
は
０
・
５
％
増
だ
っ
た
。

５
―
７
月
の
３
カ
月
間
で
見

る
と
、
４
―
６
月
と
比
較
し

て
ゼ
ロ
成
長
と
な
る
。

　

Ｓ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
は
、
２
０
１ 

９
年
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
成
長
率
に
つ
い
て
、１
・

５
％
増
と
予
想
し
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

の
見
通
し
（
０
・
７
％
増
）

の
２
倍
以
上
の
水
準
だ
。

　
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
経
済
は
、

経
済
を
牽
引
す
る
サ
ー
ビ
ス

業
に
活
力
が
あ
る
こ
と
が
強

み
で
、
こ
れ
が
工
業
の
大
き

の
無
罪
判
決
か
ら
１
週
間

後
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に

よ
り
市
場
を
不
正
に
操
作
し

界
は
、
平
均
す
る
と
１
５
カ

月
か
ら
１
８
カ
月
で
車
両
を

入
れ
替
え
て
お
り
、
古
い
車

両
を
中
古
車
と
し
て
売
却
し

て
い
る
。

　

デ
ィ
ー
ラ
ー
と
レ
ン
タ

カ
ー
業
界
の
対
立
に
自
動
車

メ
ー
カ
ー
も
加
わ
っ
て
い
る

理
由
は
、
長
期
の
不
況
で
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
へ
の
卸
売
り
販

売
を
介
さ
な
い
レ
ン
タ
カ
ー

業
界
へ
の
直
販
の
比
率
が
高

ま
る
と
い
う
、
販
売
形
態

の
変
化
が
生
じ
た
た
め
だ
。

２
０
１
５
年
は
２
８
％
だ
っ

た
直
販
が
、
２
０
１
９
年
９

月
に
は
４
９
％
ま
で
拡
大
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
２
日
付
掲
載
）

ト
。
控
訴
に
よ
り
、
同
容
疑

者
の
収
監
は
行
わ
れ
な
い
と

強
調
し
た
。
こ
の
訴
訟
は
今

後
、
第
２
地
域
連
邦
地
方
裁

判
所
が
担
当
す
る
。

　

行
政
処
分
で
は
、
先
週
、

証
券
委
員
会
（
Ｃ
Ｖ
Ｍ
）
が

２
０
１
７
年
６
月
に
エ
イ
ケ

氏
に
対
し
て
、
当
該
の
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
の
事
実
を
認

め
、
２
１
３
２
万
８
千
レ
ア

ル
の
罰
金
を
科
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
評
議
が
こ
の
判
断

を
覆
す
決
定
を
下
し
た
ば
か

り
。

　

問
題
と
な
っ
た
の
は
２
０ 

１
３
年
４
月
１
９
日
に
、
エ

イ
ケ
氏
が
Ｏ
Ｓ
Ｘ
の
株
式

９
９
１
万
１
９
０
０
株
を
売

却
。
そ
の
ほ
ぼ
１
カ
月
後
の

５
月
１
７
日
に
、
重
要
事
実

と
し
て
、
Ｏ
Ｓ
Ｘ
の
新
し
い

事
業
計
画
の
見
直
し
を
発

表
。
同
社
株
が
暴
落
し
た
。

　

こ
の
取
引
で
エ
イ
ケ
氏

は
、
１
０
５
０
万
レ
ア
ル
の

損
失
を
回
避
し
た
と
Ｃ
Ｖ
Ｍ

は
位
置
付
け
た
。

　
　
　
　
　
（
１
日
付
掲
載
）

２
０
５
０
年
ま
で

に
６
基
の
原
発

マ イ ア
下院議長

と
、
目
標
達
成
は
時
間
の
問

題
だ
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
１
月
２
５
日

に
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
で
鉱
滓
ダ

ム
の
決
壊
事
故
が
発
生
す
る

以
前
、
バ
ー
レ
は
年
内
に
こ

　

連
邦
政
府
は
２
０
５
０
年

ま
で
に
、
ア
ン
グ
ラ
３
号
機

以
外
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で

新
た
に
６
基
の
原
子
力
発
電

所
を
建
設
す
る
。

　

鉱
山
動
力
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

企
画
開
発
局
の
レ
イ
ヴ
ェ
・

バ
ロ
ス
局
長
に
よ
る
と
、

こ
の
６
基
の
原
子
力
発
電

所
の
発
電
能
力
は
、
合
計

６
６
０
０
Ｍ
Ｗ
を
見
込
み
、

必
要
と
な
る
投
資
は
お
よ
そ

３
０
０
億
ド
ル
に
な
る
。

　

原
子
力
発
電
所
に
よ
る
発

電
量
の
引
き
上
げ
は
、
１
２

月
１
０
日
に
発
表
を
予
定
す

る
、
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画

に
盛
り
込
む
予
定
だ
。
バ
ロ

ス
局
長
に
よ
る
と
、
建
設
予

定
地
は
未
定
と
い
う
。

　

同
局
長
は
さ
ら
に
、
原
子

力
発
電
所
の
建
設
が
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
一

環
だ
と
指
摘
。「
原
子
力
発

電
は
、
医
療
及
び
農
業
に
お

け
る
、
す
べ
て
の
戦
略
と
技

術
的
な
取
り
組
み
を
確
立
す

る
の
に
不
可
欠
な
も
の
だ
。

こ
の
分
野
へ
の
投
資
は
、
別

の
発
電
を
含
め
て
、
単
一
の

発
電
方
法
に
頼
ら
な
い
と
い

う
以
上
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
戦

略
的
観
点
を
持
っ
た
も
の

だ
」
と
い
う
。

　
　
（
９
月
２
７
日
付
掲
載
）

　

バ
ー
レ
が
、
鉄
鉱
石
の
年

産
４
億
ト
ン
と
い
う
目
標
を

維
持
す
る
。
こ
の
目
標
を

達
成
す
る
期
限
に
関
し
て
は

設
け
な
い
が
、
同
社
の
ル
シ

ア
ー
ノ
・
シ
ア
ニ
最
高
財
務

責
任
者
（
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）
に
よ
る

合
１
団
体
だ
け
が
交
渉
を
担

い
、
そ
の
他
の
労
組
は
協
議

へ
の
出
席
だ
け
を
認
め
る
と

い
う
提
案
が
協
議
さ
れ
て
い

る
。

　
　
（
９
月
３
０
日
付
掲
載
）

鉄
鉱
石
を
年
産
４
億
ト
ン

バ
ー
レ
が
目
標
設
定
を
維
持

な
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
州
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
落
ち

込
み
を
阻
止
し
て
い
る
要
因

だ
」
と
い
う
。

　
　
（
９
月
３
０
日
付
掲
載
）

７
月
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
０
・３
％
減

年
間
で
は
国
の
倍
の
成
長
期
待

サンパウロ州

る
」
と
い
う
。

　

価
格
の
面
で
は
、
ア
マ
ゾ

ン
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
場

を
支
配
し
て
い
る
。
だ
が
、

こ
こ
で
話
題
に
し
て
い
る
の

は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

型
書
店
が
小
規
模
書
店
を
淘

汰
し
た
２
０
０
０
年
代
の
初

頭
の
出
来
事
と
は
異
な
り
、

実
店
舗
が
価
値
を
高
め
る
と

い
う
動
き
で
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
は
、
地

域
密
着
型
の
店
舗
が
メ
ガ
ス

ト
ア
に
対
抗
す
る
と
い
う
例

来
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
１
・
８
％
増

中
銀
予
想
は
市
場
を
下
回
る

新
法
案
で
自
動
車
業
界
が
混
乱

ディ
ー
ラ
ー
と
レ
ン
タ
カ
ー
対
立

労
組
以
上
の
活
動
は
認
め

る
も
の
の
、
労
使
交
渉
に
お

い
て
は
、
当
該
業
種
の
労
働

者
の
意
低
水
準
以
上
の
加

盟
（
水
準
に
関
し
て
は
現
時

点
で
未
定
）
の
あ
る
労
働
組

　

ス
タ
ン
ド
バ
イ
取
極
（
Ｓ

Ｂ
Ａ
）
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に

対
し
て
５
７
１
億
ド
ル
の
支

援
を
認
め
た
国
際
通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が
、
９
月
１
５

日
に
予
定
し
て
い
た
５
４
億

ド
ル
の
支
援
を
含
め
、
支
援

を
見
送
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
デ
ビ
ッ
ド
・
リ

プ
ト
ン
専
務
理
事
代
行
は
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
の
支
援
の

継
続
を
認
め
つ
つ
、
資
金
の

拠
出
計
画
は
当
面
、
政
治
・

経
済
的
な
先
行
き
の
不
透
明

性
の
あ
る
状
況
下
で
は
見
合

わ
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
恐
ら
く
は

一
定
期
間
待
ち
受
け
る
必
要

の
あ
り
そ
う
な
、
あ
る
種
の

資
金
関
係
に
つ
い
て
、
関
係

を
回
復
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
同
専
務
理
事

代
行
は
コ
メ
ン
ト
。
そ
の
上

で
、「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
現

状
は
、
極
め
て
複
雑
だ
」
と

付
け
加
え
た
。

　
　
（
９
月
２
６
日
付
掲
載
）

が
、ピ
ン
ク
色
の
ア
マ
ゾ
ン
・

カ
ワ
イ
ル
カ
が
巡
回
す
る
サ

ル
バ
ド
ー
ル
、
あ
る
い
は
、

ク
ジ
ラ
が
市
の
文
化
イ
ベ
ン

ト
を
立
ち
上
げ
る
ポ
ル
ト
・

ア
レ
グ
レ
、
歩
道
に
音
楽
と

出
版
会
が
あ
ふ
れ
る
ベ
ロ
・

オ
リ
ゾ
ン
テ
な
ど
、
い
た
る

と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
で
は
先

月
、
マ
ン
ダ
リ
ー
ナ
と
ト
ラ

ヴ
ェ
ッ
サ
の
書
店
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
ト
ラ
ヴ
ェ
ッ
サ
は
　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
立
デ
ー
タ

分
析
シ
ス
テ
ム
財
団
（
Ｓ
Ａ

の
目
標
を
達
成
す
る
と
発
表

し
て
い
た
。
し
か
し
、
事
故

後
、
こ
の
数
字
を
撤
回
し
て

い
た
。

　

２
０
１
９
年
の
鉄
鉱

石
、
及
び
べ
レ
ッ
ト
の

販
売
目
標
に
関
し
て
は
、

３
億
７
０
０
万
ト
ン
か
ら

３
億
３
２
０
０
万
ト
ン
程
度

と
し
て
、
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
（
年
間
４
億
ト
ン
と
い
う

目
標
達
成
に
は
）
時
間
を
要

す
る
も
の
の
、
時
間
の
問
題

で
も
あ
る
」
と
同
Ｃ
Ｆ
Ｏ
は

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
安
全
性
に
関

す
る
新
た
な
要
件
と
規
定
に

基
づ
い
て
、
す
べ
て
の
鉱
滓

ダ
ム
と
鉱
山
が
稼
働
を
再
開

し
た
後
に
目
標
に
到
達
す
る

と
い
う
見
方
を
示
し
た
。

　

バ
ー
レ
と
し
て
は
、
３
年

で
操
業
体
制
を
正
常
化
し
た

い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

　
　
（
９
月
２
５
日
付
掲
載
）

長
率
に
つ
い
て
は
、
従
来
は

０
・
８
％
増
と
予
想
し
て
い

た
も
の
を
、
今
回
、
０
・９
％

増
に
引
き
下
げ
た
。

　

２
０
１
９
年
の
見
通
し

は
、
市
場
の
予
想
と
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
る
。
今
回
の
わ
ず

か
な
上
方
修
正
は
、
勤
続
年

限
保
障
基
金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）

及
び
社
会
統
合
計
画
賦
課
金

（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
）
／
公
務
員
厚
生

年
金
分
担
金（
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）

の
保
険
金
の
一
部
引
き
出
し

の
承
認
を
反
映
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
レ
に
つ
い

て
は
、
政
府
の
公
式
イ
ン
フ

レ
指
標
で
あ
る
拡
大
消
費
者

物
価
指
数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
に

関
し
て
、
２
０
１
９
年
と

２
０
２
０
年
、
２
０
２
１
年

に
い
ず
れ
も
イ
ン
フ
レ
目
標

の
中
間
値
を
下
回
る
４
％
未

　

中
銀
は
９
月
２
６
日
、

２
０
２
０
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
の
見
通
し
を
１
・
８
％
増

と
発
表
し
た
。「
不
透
明
感

が
依
然
と
し
て
強
い
」
中

で
、経
済
省
が
予
想
す
る
２
・

２
％
増
、
市
場
の
予
想
の
平

均
で
あ
る
２
・
０
％
増
を
下

回
る
水
準
だ
。

　

中
銀
は
イ
ン
フ
レ
四
半
期

レ
ポ
ー
ト
の
中
で
、「
こ
の

見
通
し
は
、
各
種
の
改
革
と

ブ
ラ
ジ
ル
経
済
に
求
め
ら
れ

る
調
整
が
継
続
さ
れ
る
一
方

既
に
、リ
オ
と
リ
ベ
イ
ロ
ン
・

プ
レ
ッ
ト
に
も
店
舗
を
展
開

し
て
お
り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市

内
に
も
モ
レ
イ
ラ
・
サ
ー
レ

ス
研
究
所
内
に
店
舗
を
オ
ー

プ
ン
す
る
な
ど
、
１
０
店
舗

を
展
開
し
て
い
る
。

場
合
、
購
入
か
ら
２
４
カ
月

が
経
過
し
た
車
両
に
限
定
す

る
と
い
う
も
の
。

　

デ
ィ
ー
ラ
ー
ら
は
、
非
課

税
で
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら

直
接
、
大
幅
な
割
引
で
大
量

に
購
入
し
た
車
両
を
早
々
に

売
却
す
る
レ
ン
タ
カ
ー
会
社

と
不
当
な
競
争
を
強
い
ら
れ

て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
レ
ン
タ
カ
ー
業
界

の
大
手
３
社
、
ロ
カ
リ
ザ
と

モ
ヴ
ィ
ー
ダ
、
ウ
ニ
ダ
ス

に
対
し
て
自
動
車
メ
ー
カ
ー

は
、最
大
で
３
５
％
と
い
う
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
に
は
決
し
て
適

用
し
な
い
よ
う
な
値
引
き
販

売
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
レ
ン
タ
カ
ー
業

　

行
政
処
分
の
審
理
で
無
罪

判
決
を
受
け
た
実
業
家
の
エ

イ
ケ
・
バ
チ
ス
タ
氏
が
、
そ

　

ト
ラ
ヴ
ェ
ッ
サ
の
経
営

パ
ー
ト
ナ
ー
、
ル
イ
・
カ
ン

ポ
ス
氏
は
、「
書
店
は
図
書

館
に
な
り
、
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

し
て
こ
う
な
っ
た
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
電
子
商
取
引
の

発
達
で
、
人
々
は
既
に
知
ら

れ
た
タ
イ
ト
ル
以
上
の
も
の

に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な

り
、
メ
ガ
ス
ト
ア
の
存
在
意

義
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
」
と

話
す
。

　
　
（
９
月
３
０
日
付
掲
載
）

メ
ガ
ス
ト
ア
に

舵
を
切
る
前
の

ク
ル
ト
ゥ
ー
ラ

書
店
か
ら
着
想

を
得
た
と
い

う
。
同
氏
の
見

解
で
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
に
は
よ
り

良
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
、
す
な

わ
ち
顧
客
へ
の

対
応
と
品
質
を

備
え
た
書
架
に

フ
ォ
ー
カ
ス
す

る
と
い
う
ス
タ

た
雇
用
主
団
体

は
、
代
表
者
を

マ
イ
ア
下
院
議

長
と
の
協
議
の

場
に
送
り
込
み

労
働
者
と
も
顔

を
突
き
合
わ
せ

て
話
し
合
い
に

参
加
し
て
い
る

が
、
統
一
的
な

立
場
を
表
明
す

る
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

　

バ
ロ
ー
ル
紙

が
入
手
し
た

情
報
に
基
づ
く

と
、
１
市
に
２

満
と
予
想
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
は
初
め
て
、

２
０
２
２
年
の
イ
ン
フ
レ
率

に
関
し
て
も
予
想
を
発
表
、

イ
ン
フ
レ
目
標
の
中
間
値
と

同
じ
３
・
５
％
増
に
収
ま
る

と
い
う
見
方
を
示
し
た
。

　
　
（
９
月
２
７
日
付
掲
載
）

書
店
は
６
億
８
４
０
０
万
レ

ア
ル
、
ク
ル
ト
ゥ
ー
ラ
書
店

は
３
億
レ
ア
ル
の
負
債
を
抱

え
る
。

Ｄ
Ｔ
）
が
提
出
し
た
法
案

に
対
す
る
下
院
経
済
開
発

　

マ
リ
オ
・
エ
リ
ン
ジ
ャ
ー

下
議
（
民
主
労
働
者
党
Ｐ

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ

の
支
援
見
送
り

イ
ル
が
存
在
し
た
。
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伊
那　

宏	

選

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

田　
　

幹
夫

厨
房
の
水
の
音
よ
り
来
る
寒
さ

自
炊
し
て
見
よ
う
見
真
似
の
木
の
芽
和
え

包
丁
を
沈
め
白
菜
真
っ
二
つ

　
　
〔
白
菜
一
つ
、
先
ず
二
つ
に
切
る
。
真
ん
中
に
包
丁
を

　
　

沈
め
る
よ
う
に
差
し
込
み
、
慎
重
に
力
を
加
え
て
い
く
。

　
　

軟
ら
か
い
葉
々
の
重
な
り
ゆ
え
に
そ
れ
ほ
ど
力
は
要
ら

　
　

な
い
。
最
後
は
サ
ク
ッ
と
割
れ
て
真
っ
二
つ
。
中
心
部

　
　

の
黄
色
み
が
か
っ
た
部
分
が
何
と
も
言
え
な
い
美
し
さ

　
　

だ
。
そ
こ
は
外
部
か
ら
は
見
え
な
い
未
知
の
領
域
。

　
　
〈
包
丁
を
沈
め
〉
て
〈
真
っ
二
つ
〉
に
さ
れ
た
二
つ
の

　
　

断
面
図
が
無
造
作
に
現
れ
る
。
そ
れ
は
自
然
の
造
形
、

　
　

俳
句
そ
の
も
の
を
越
え
て
し
ま
っ
た
一
つ
の
大
き
な
宇

　
　

宙
で
も
あ
る
〕

ひ
と
手
間
も
ふ
た
手
間
も
か
け
苺
ジ
ャ
ム　

　
　
　
　
　
　
　
コ
チ
ア　
　
　
　
　
　
　
　

椎
野　
　

薫

枯
葉
焚
く
け
む
り
の
中
の
わ
が
心

南
風
に
ザ
ン
バ
ラ
の
髪
か
き
あ
げ
て

遠
く
か
ら
鳥
の
鳴
き
声
寒
霞

牛
脂
草
赤
く
染
ま
り
て
う
ね
る
丘

　
　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　

須
賀
吐
句
志

囀
り
の
二
部
合
唱
に
聞
き
入
り
て

囀
り
が
起
床
促
す
身
分
と
や

春
愁
や
忘
れ
ら
れ
な
い
事
一つ

も
の
の
芽
に
声
か
け
な
が
ら
庭
め
ぐ
り

も
の
忘
れ
だ
け
は
確
か
よ
山
笑
う

　
　
〔
老
化
と
は
徐
々
に
身
体
機
能
が
衰
え
る
こ
と
だ
が
、

　
　

自
ら
そ
れ
を
肯
う
こ
と
は
な
い
。
い
や
、
肯
い
た
く
は

　
　

な
い
。
ま
だ
ま
だ
と
強
が
り
を
言
っ
て
身
体
健
全
で
あ

　
　

る
こ
と
を
見
せ
た
が
る
の
が
人
情
。
そ
ん
な
中
で
も
物

　
　

忘
れ
だ
け
は
隠
し
よ
う
も
な
い
。
親
し
か
っ
た
人
の
名

　
　

前
を
忘
れ
た
り
、
大
事
な
要
件
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
愕

　
　

然
と
す
る
こ
と
も
。
本
句
は
、
そ
ん
な
心
の
綾
を
あ
っ

　
　

け
ら
か
ん
と
言
っ
て
痛
快
で
あ
る
〕

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

広
田　
ユ
キ

恋
の
猫
手
練
手
管
も
な
く
騒
ぐ

恋
猫
の
つ
な
が
れ
ゐ
た
る
騒
ぎ
か
な

囀
り
や
定
年
の
な
き
ホ
句
を
詠
み

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

平
間　

浩
二

飼
い
主
を
よ
も
や
忘
れ
て
猫
の
夫　
　
　

瞼
閉
じ
沈
思
黙
考
竹
の
秋

囀
り
や
溢
れ
る
命
天
樹
よ
り

　
　
〔
大
樹
を
満
た
す
小
鳥
た
ち
の
囀
り
を
〈
溢
れ
る
命
〉

　
　

と
表
現
し
た
作
者
の
心
情
に
は
、
信
仰
的
な
思
い
が
込

　
　

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
〈
天
樹
〉
と
い
う
見
慣
れ
な

　
　

い
言
葉
を
置
い
た
意
図
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
天

　
　

樹
と
は
単
に
樹
の
頂
を
意
味
す
る
言
葉
と
は
思
え
な
い
。

　
　
「
天
」
は
現
実
を
離
れ
た
空
間
で
あ
り
、
そ
こ
に
存
在

　
　

す
る
「
樹
」
は
架
空
の
樹
で
あ
る
。
こ
の
句
は
ま
さ
に

　
　

作
者
の
祈
り
で
あ
り
、
精
神
世
界
を
言
い
表
し
た
も
の

　
　
に
他
な
ら
な
い
〕

　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス　
　
　
　
　

後
藤
た
け
し

小
春
日
や
胸
豊
か
な
る
女
と
居
て

父
の
日
や
父
亡
き
星
霜
七
十
年

竹
の
秋
終
の
地
と
し
て
耕
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
カ
ル
ロ
ス　
　
　
　

富
岡　

絹
子

医
者
と
な
り
嫁
が
ぬ
娘
竹
の
秋

春
愁
や
歩
幅
崩
れ
て
試
歩
の
道

春
愁
や
タ
ン
ス
に
眠
る
ド
レ
ス
あ
り

　
　
〔
し
ば
ら
く
着
て
い
な
い
ド
レ
ス
を
〈
タ
ン
ス
に
眠
る

　
　

ド
レ
ス
〉
と
言
っ
て
、
我
が
身
の
尋
常
あ
ら
ざ
る
様
子
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選

サ
ン
パ
ウ
ロ　

梅
崎　

嘉
明

一
年
に
一
度
の
大
会
に
出
逢
い
た
る
友
と
肩
寄
せ
無
沙
汰
を
わ
び
る

新
し
き
歌
人
と
声
を
交
わ
し
つ
つ
そ
れ
な
り
に
新
鮮
笑
顔
が
よ
ろ
し

日
本
荘
を
詠
み
し
吾
か
短
歌
に
関
連
し
「
三
好
は
知
友
」
と
武
田
氏
の
ら
す

吾
が
友
と
編
み
し
歌
集
を
木
村
氏
に
良
書
と
言
わ
れ
お
の
ず
安
堵
す

新
聞
に
歌
集
に
吾
と
関
連
の
話
は
ず
み
て
刻
を
忘
る
る

「
評
」い
よ
い
よ
益
ま
す
澄
み
切
っ
て
行
く
詩
情
は
迸
り
出
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

水
野　

昌
之

三
男
坊
は
在
っ
て
も
無
く
て
も
大
差
な
し
シ
ャ
ツ
の
三
つ
目
の
ボ
タ
ン
に
似
て
る

ア
イ
ロ
ン
で
襟
元
き
ち
ん
と
締
め
し
シ
ャ
ツ
着
な
が
ら
放
置
の
第
一
ボ
タ
ン

靴
下
は
シ
ャ
ツ
一
枚
分
の
保
温
あ
り
改
め
て
知
る
冬
の
入
り
口

年
ご
と
の
結
婚
記
念
日
意
識
し
て
お
揃
い
の
シ
ャ
ツ
さ
り
げ
な
く
着
る

「
き
ち
ん
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
母
の
教
え
な
り
き
脱
ぎ
捨
て

の
シ
ャ
ツ
夜
毎
に
た
た
む

「
評
」
全
て
の
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
達
観
は
武
骨
な
味
わ
い

で
あ
り
な
が
ら
ま
た
、
四
、五
首
目
の
「
さ
り
げ
な
く
着
る

お
揃
の
シ
ャ
ツ
」「
き
ち
ん
と
し
な
さ
い
」
と
言
っ
た
母
上
へ

の
憧
れ
を
い
だ
き
つ
づ
け
る
作
者
な
の
だ
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

峰
村　

正
威

広
島
原
爆
投
下
記
念
日

広
島
に
原
爆
落
ち
し
よ
り
年
経
り
て
今
朝
の
式
典
五
万
の
民
が

犠
牲
者
の
慟
哭
の
声
地
中
よ
り
聴
こ
え
る
か
に
も
祈
り
捧
げ
つ

被
爆
者
の
原
爆
廃
止
の
声
止
ま
ず
非
道
の
米
国
そ
の
罪
深
し

原
爆
の
傷
癒
へ
ぬ
ま
ま
広
島
の
民
の
苦
衷
は
察
す
る
あ
ま
り

声
高
に
中
国
罵
る
ト
ラ
ン
プ
よ
先
ず
広
島
に
来
て
懺
悔
を
し
て
は

「
評
」人
類
の
頭
上
に
二
つ
も
初
の
原
爆
を
投
下
し
た
人
種
、

フ
ァ
ス
ト
ア
メ
リ
ケ
ン
を
く
り
か
え
し
て
大
統
領
と
な
っ
た

以
上
ト
ラ
ン
プ
よ
、
天
誅
と
言
う
を
知
る
民
の
中
に
独
り

立
っ
て
「
懺
悔
を
し
て
は
」
そ
の
時
こ
そ
、
寛
容
な
民
に

抱
擁
さ
れ
、
世
界
の
政
治
力
学
が
一
変
す
る
の
で
は
な
い

か
白
人
ト
ラ
ン
プ
よ
、
と
天
の
声
が
！
！

サ
ン
パ
ウ
ロ　

武
地　

志
津

故
郷
に
帰
り
住
み
た
し
と
う
ト
ロ
ン
バ
に
襲
わ
れ
し
妹
の
し
み
じ
み
語
る

手
首
折
る
怪
我
に
不
自
由
強
い
ら
れ
し
幾
日
の
過
ぎ
快
く
な
る
兆
し

が
っ
く
り
と
落
ち
込
み
い
た
る
妹
の
快
癒
も
近
く
声
の
明
る
む

此
の
日
頃
試
験
勉
強
に
余
念
な
き
女
孫
の
声
き
く
受
話
器
を
耳
に

は
き
は
き
と
返
答
し
呉
る
る
女
の
孫
の
表
情
見
る
が
健
や
か
な
声

「
評
」
怪
我
の
も
と
は
と
言
え
ば
、「
ふ
る
さ
と
に
帰
り
」

正
面
な
生
き
方
を
取
り
戻
し
た
い
、
そ
の
た
め
に
は
現
金

を
作
る
、
そ
の
た
め
に
は
ト
ロ
ン
バ
し
か
な
か
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
う
被
害
者
で
あ
る
妹
が
姉
に
語
る
場
面
、
純
朴
な

眼
を
し
た
田
舎
者
の
ト
ロ
ン
バ
で
あ
っ
た
。「
快
く
な
る
兆
し
」

「
声
の
明
る
む
」
が
読
む
者
に
語
り
か
け
る
。

グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス　

長
井　
エ
ミ
子

生
き
残
り
い
る
わ
が
時
間
人
よ
り
も
加
速
し
て
を
り
過
ぎ
て
か
ゆ
か
む

が
む
し
ゃ
ら
に
た
ず
き
求
め
た
幾
星
霜
ゆ
る
や
か
な
り
し
地
球
の
回
転

公
園
に
植
え
た
桜
の
お
守
り
役
彼
に
は
彼
の
生
き
方
が
あ
る

ベ
ン
デ
セ
に
ア
ル
ガ
し
ま
す
の
札
揺
れ
て
街
路
樹
の
花
よ
り
多
き
街

今
日
も
晴
れ
も
し
も
翼
の
あ
っ
た
な
ら
碧
い
欠
片
を
箱
詰
し
よ
う

「
評
」
地
球
の
自
転
に
合
わ
せ
て
生
き
ね
ば
と
す
る
女
性
の

一
生
、
そ
れ
で
も
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
が
、
今
残
さ
れ
た
時

間
を
と
、
思
っ
て
も
日
々
は
加
速
し
て
い
く
の
だ
。
時
間

と
空
間
の
接
点
を
見
守
る
哲
学
の
眼
が
感
じ
ら
れ
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

安
中 

攻

釣
り
キ
チ
と
云
わ
れ
て
本
望
気
が
つ
け
ば
大
海
暮
れ
て
我
ひ
と
り
な
り

ゴ
ム
長
を
借
り
て
友
と
の
再
会
に
林
に
入
り
て
栗
を
拾
い
ぬ

同
じ
趣
味
持
つ
者
同
士
打
ち
と
け
て
話
は
は
づ
み
し
午
後
の
ひ
と
と
き

姉
の
声
久
々
聞
き
し
電
話
よ
り
余
韻
残
り
し
今
日
は
母
の
日

先
生
の
教
え
を
守
り
こ
の
国
で
ま
っ
す
ぐ
生
き
た
そ
う
伝
え
た
し

「
評
」
少
年
時
代
か
ら
自
身
の
「
境
界
」
を
意
識
し
生
涯

を
家
の
名
に
か
け
て
努
力
を
惜
し
ま
な
い
奮
迅
の
獅
子
。

子
供
移
民
の
代
弁
者
で
も
あ
る
。ポ

ン
ペ
イ
ア　

須
賀　

得
司

孫
達
の
や
さ
し
き
言
葉
に
癒
さ
れ
て
家
族
の
絆
た
の
し
く
思
う
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を
詠
ん
で
い
る
。
何
故
な
の
か
理
由
は
言
葉
の
裏
に
伏

　
　

せ
て
、
た
だ
そ
れ
を
愁
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

　
　
一
つ
の
言
わ
な
い
部
分
と
し
て
の
〝
空
間
構
築
〟
が
あ

　
　

る
。
俳
句
の
幅
と
言
っ
て
も
い
い
。
日
ご
ろ
の
句
作
の

　
　

積
み
重
ね
が
あ
っ
て
こ
そ
出
来
る
俳
句
だ
〕

　
　
　
　
　
　
　
フ
ァッ
チ
マ
・
ド
・
ス
ー
ル　
　

 

那
須　

千
草

囀
り
に
耳
を
傾
け
の
ど
か
な
る

木
の
枝
に
さ
え
ず
り
疲
れ
の
羽
休
め

春
一
番
砂
塵
巻
上
げ
逃
げ
て
行
く

　
　
　
　
　
　
　
セ
ザ
リ
オ
ラ
ン
ジ
ェ　
　

井
上　

人
栄

赤
鳥
居
く
ぐ
れ
ば
そ
こ
は
琵
琶
の
村

山
奥
の
落
葉
し
ぐ
れ
や
獣
道

羽
搏
き
も
様
に
は
な
ら
ず
羽
抜
鳥

　
　
〔
家
庭
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
鶏
で
あ
ろ
う
。
普
通
、
老

　
　

鶏
に
な
る
と
換
羽
し
、
雌
鶏
な
ら
産
卵
し
な
く
な
る
か

　
　

ら
処
分
す
る
が
、
愛
情
を
込
め
て
育
て
た
も
の
は
殺
す

　
　
の
も
可
哀
相
と
て
そ
の
ま
ま
に
し
、
新
し
く
羽
が
生
え

　
　

る
の
を
待
つ
。
雄
鶏
の
場
合
は
一
人
前
に
羽
搏
き
も
す

　
　

る
が
、
勢
い
は
な
く
不
恰
好
で
、
雌
鶏
た
ち
を
〝
屈
服

　
　

〟
さ
せ
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
そ
ん
な
鶏
た
ち
の

　
　

悲
哀
感
を
詠
っ
て
共
感
さ
せ
ら
れ
る
一
句
〕

　
　
　
　
　
　
　
ド
ラ
ー
ド
ス　
　
　
　
　
　

伊
藤
み
ち
子

春
愁
や
明
日
を
信
じ
て
立
ち
上
る

雨
上
が
り
大
地
の
に
ほ
い
青
き
踏
む

病
み
上
が
り
大
根
煮
し
め
明
日
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

上
村　

光
代

ベ
ラ
ン
ダ
で
春
の
風
浴
び
孫
の
守

岡
の
上
桜
の
花
が
見
事
咲
く

鉢
植
の
桜
見
事
に
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

林　
と
み
代

余
生
て
ふ
心
細
さ
や
竹
の
秋

　
　
〔
余
生
の
あ
り
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
大
い
に
楽
し
も
う

　
　

と
す
る
人
、
慎
ま
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
人
。
し
か
し

　
　
一
人
身
に
で
も
な
る
と
、
春
に
な
っ
て
葉
を
散
ら
す
竹

　
　

の
よ
う
に
、
人
は
誰
で
も
ど
こ
か
に
心
細
さ
を
抱
え
な

　
　

が
ら
、
同
時
に
一
抹
の
淋
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
に
な

　
　
る
。〈
竹
の
秋
〉
が
無
理
な
く
一
句
を
整
え
た
〕

囀
や
サ
ン
バ
・
タ
ン
ゴ
も
ま
ち
ま
ち
に

街
騒
を
逃
れ
し
旅
行
竹
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

原　
は
る
え

春
愁
を
癒
す
日
本
の
ウ
タ
コ
ン
見
て

春
哀
し
残
り
の
妹
も
天
国
に

路
々
の
黄
色
イ
ペ
ー
に
励
ま
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

鈴
木　

文
子

春
愁
や
森
林
火
災
に
欠
く
政
治

　
　
〔
森
林
火
災
は
放
火
や
火
の
不
始
末
に
よ
っ
て
発
生
す

　
　

る
。
ひ
と
た
び
火
が
つ
け
ば
消
火
作
業
も
ま
ま
な
ら
な

　
　

い
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
よ
う
な
広
大
な
国
の
ア
キ
レ
ス
腱
と

　
　

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
政
治
の
欠

　
　

陥
は
致
命
的
だ
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
だ
と
い
う
諦

　
　

め
の
思
い
が
愁
い
と
な
る
。
類
似
句
の
多
い
こ
の
テ
ー

　
　
マ
、
政
治
の
貧
困
に
結
び
つ
け
た
発
想
が
珍
し
い
〕

も
て
な
し
の
上
手
な
人
よ
春
の
昼

街
路
樹
の
清
楚
な
色
よ
白
イ
ペ
ー

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

石
井
か
ず
枝

猫
の
恋
老
の
安
眠
さ
ま
た
げ
て

春
愁
や
笑
顔
忘
れ
し
娘
の
子

竹
の
秋
次
世
に
託
し
今
を
生
く

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

太
田　

映
子

お
だ
や
か
に
葉
が
ゆ
れ
知
ら
す
木
の
芽
時

仏
壇
に
夫
の
遺
影
と
フ
リ
ー
ジ
ヤ

囀
は
目
覚
め
う
な
が
す
ラ
ブ
コ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

篠
崎　

路
子

黄
イ
ッ
ペ
咲
く
日
伯
て
ふ
絆
い
や
さ
か
え

性
良
き
友
近
く
に
在
は
し
木
瓜
の
花

風
邪
う
つ
や
せ
め
て
机
上
の
整
理
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

大
野　

宏
江

猫
の
恋
日
と
も
う
ら
や
む
旅
を
し
て

あ
ち
こ
ち
に
桜
祭
や
咲
き
競
ふ

春
め
く
や
ピ
ア
ノ
奏
で
て
踊
り
出
る

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

串
間
い
つ
え

家
出
し
た
貌
で
も
な
け
れ
ば
猫
の
恋

風
光
る
活
気
み
な
ぎ
る
大
聖
市

保
育
園
近
し
た
ん
ぽ
ぽ
に
こ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

田
中
美
智
子

囀
や
さ
あ
聞
か
せ
て
よ
恋
の
歌

朝
風
に
葉
擦
れ
か
す
か
な
竹
の
秋

好
き
な
時
そ
れ
は
九
月
の
雨
の
午
後

　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　
　

大
内　

和
美

雀
の
子
僕
の
母
さ
ん
お
い
か
け
て

抱
き
こ
ん
で
ぐ
ず
る
我
子
と
春
眠
や

春
眠
や
起
す
声
聞
き
寝
返
り
し

花
屋
さ
ん
バ
ケ
ツ
に
入
れ
た
桃
の
花

桃
の
花
句
会
会
場
ま
ず
一
句

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

猪
野
み
つ
え

山
笑
ふ
婆
は
俳
句
の
外
知
ら
ず

　
　
〔
世
間
の
動
き
に
は
疎
い
け
れ
ど
も
俳
句
に
は
目
が
な

　
　
い
。
俳
句
さ
え
あ
れ
ば
何
も
要
ら
な
い
。
毎
日
が
俳
句

　
　

三
昧
。
そ
ん
な
婆
さ
ま
を
山
は
微
笑
ん
で
く
れ
て
い
る
。

　
　
こ
れ
ぞ
俳
句
人
生
と
言
わ
ず
し
て
何
と
言
お
う
か
。
世

　
　

俗
に
惑
わ
さ
れ
ず
俳
句
に
染
ま
り
、
と
こ
と
ん
俳
句
を

　
　

究
め
て
頂
き
た
い
〕

春
愁
の
吾
に
挙
式
の
コ
ン
ビ
ッ
テ

耀
え
る
イ
ペ
ー
満
開
撮
り
撮
ら
れ

運
転
を
止
め
て
春
愁
つ
の
る
友

春
愁
や
昭
和
の
歌
謡
な
つ
か
し
む

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

吉
田
し
の
ぶ

棺
出
る｢

送
別
の
歌｣ 

春
浅
し

も
う
一
度
帰
郷
叶
ふ
や
鳥
帰
る

ホ
句
も
詠
み
洗
濯
も
し
て
主
婦
の
ど
か

吾
子
泣
け
ば
耕
し
の
鍬
捨
て
添
寝

臭
覚
の
麻
痺
せ
し
吾
に
生
め
香
る

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

森　
　

律
子

終
戦
日
父
母
の
足
跡
顧
み
る

白
雲
に
重
な
る
万
年
氷
河
か
な

頭
頂
に
て
チ
ョ
イ
と
休
憩
赤
ト
ン
ボ

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

西
田
は
る
の

天
高
し
三
人
寄
れ
ば
孫
自
慢

朝
寝
し
て
あ
わ
て
て
ボ
タ
ン
掛
け
違
え

昔
よ
り
人
の
心
と
秋
の
空

名
月
や
幽
玄
境
に
ひ
と
と
き
を

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ　
　
　
　
　

桜
井
し
ず
え

春
立
つ
や
雨
は
降
ら
ね
ど
木
々
芽
吹
き

雨
遠
き
ア
マ
ゾ
ン
の
山
燃
え
続
け

庭
隅
の
コ
ー
ヒ
ー
白
く
咲
き
匂
う

青
天
に
伸
び
立
つ
庭
の
葱
坊
主

あ
た
た
か
な
友
の
電
話
に
気
も
晴
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ　
　
　
　
　

中
川
千
江
子

木
々
の
芽
の
賑
は
ひ
初
め
し
野
の
眩
し

病
む
友
を
励
ま
し
つ
づ
け
春
惜
し
む

春
水
や
流
れ
に
色
の
あ
る
水
輪

近
道
を
狭
め
て
を
り
し
鼓
草

ア
マ
ゾ
ン
の
大
野
火
猛
る
不
景
気
風

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ　
　
　
　
　

荒
堀　

治
夫

六
月
は
赤
九
月
は
黄
イ
ペ
ー
の
花

赤
と
黄
三
月
違
い
で
咲
く
イ
ッ
ペ
ー

ゴ
ル
フ
場
に
咲
き
し
み
ご
と
な
黄
イ
ッ
ペ
ー

黄
イ
ッ
ペ
ー
咲
け
ば
降
霜
無
き
と
い
う

イ
ペ
の
花
咲
き
し
と
見
れ
ば
散
り
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
ナ　
　
　

斉
藤　

勝
利

蔓
サ
ン
ジ
ョ
ン
思
い
出
深
き
人
あ
り
て

　
　
〔
蔓
サ
ン
ジ
ョ
ン
は
乾
期
に
咲
く
花
。
ま
だ
枯
れ
草
に

　
　

覆
わ
れ
て
い
る
山
野
に
、
或
い
は
道
沿
い
の
柵
な
ど
に

　
　

蔓
を
絡
ま
せ
て
美
し
い
朱
色
の
花
を
咲
か
せ
る
。
そ
ん

　
　

な
季
節
に
な
る
と
、
そ
の
花
に
ま
つ
わ
る
或
る
忘
れ
得

　
　

ぬ
人
の
思
い
出
が
作
者
の
胸
を
去
来
す
る
の
だ
。
具
体

　
　

を
避
け
て
抒
情
に
流
し
た
手
法
が
、
深
み
あ
る
一
句
を

　
　

生
ん
だ
〕

山
火
事
の
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
焦
が
し
行
き

妖
し
げ
に
赤
々
も
え
る
夾
竹
桃

春
雨
や
安
堵
に
満
ち
て
夢
あ
ま
た

黄
イ
ッ
ペ
や
街
灯
の
如
州
街
道

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
イ
ン
ビ
ー
レ　
　
　
　

河
崎　

節
子

眠
る
山
車
の
音
に
も
気
付
か
ず
に

眠
る
山
ち
ら
ほ
ら
白
い
小
花
咲
き

冬
集
会
手
芸
お
し
ゃ
べ
り
ま
で
習
い

サ
ラ
ク
ー
ラ
冷
た
い
川
で
何
漁
る

　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ　
　
　
　
　

井
之
盛
井
子

扇
風
機
無
心
に
見
つ
め
る
稚
児
の
目
よ

手
を
上
げ
て
バ
ス
を
見
送
る
残
暑
か
な

水
打
て
ば
鳩
や
小
鳥
ら
降
り
来
た
る

　
　
〔
菜
園
や
庭
な
ど
に
水
を
打
っ
て
暑
さ
を
し
の
ぐ
の
だ

　
　

が
、
そ
こ
へ
鳩
や
小
鳥
が
寄
っ
て
来
る
。
地
に
吸
い
込

　
　

ま
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
小
さ
な
水
溜
り
を
目
が
け
て
、

　
　

鳥
た
ち
も
咽
を
潤
お
そ
う
と
水
を
求
め
て
や
っ
て
来
る

　
　

の
だ
ろ
う
。
細
や
か
な
目
配
り
が
あ
っ
て
生
ま
れ
た
夏

　
　
の
風
物
詩
〕

渦
を
巻
き
小
鳥
の
大
群
帰
り
来
ぬ

夏
の
風
と
は
思
わ
れ
ぬ
涼
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ　
　
　
　
　

斉
藤　

蒼
山

宵
待
ち
の
心
の
愁
い
星
仰
ぐ

宵
待
ち
の
細
き
口
笛
流
れ
来
る

春
暑
し
仔
犬
を
伴
に
昼
下
が
り

春
め
く
や
小
鳥
の
歌
の
そ
ち
こ
ち
に

曾
孫
等
と
桑
の
実
摘
ま
ん
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
ソ
ロ
カ
バ　
　
　
　
　
　
　

住
谷
ひ
さ
お

二
十
年
庭
に
飼
は
れ
て
亀
鳴
け
り

水
を
出
て
葦
に
田
螺
の
卵
か
な

大
木
の
マ
ン
ガ
の
花
や
空
屋
敷

小
さ
な
鉢
三
色
ス
ミ
レ
並
ぶ
棚

今
の
子
は
外
に
遊
ば
ず
名
月
草
（
虎
杖
―
い
た
ど
り
）

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　
　
　
　
　
　

斉
藤　

明
子

植
え
か
え
し
花
は
や
根
付
く
春
の
雨

春
暁
や
目
覚
め
て
夢
の
広
が
り
ぬ

プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
田
舎
暮
ら
し
が
思
わ
る
る

岩
手
藤
咲
き
初
め
庭
の
は
な
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　

ヴ
ィ
ト
リ
ア　
　
　
　
　

藤
井
ひ
ろ
す
け

山
笑
う
あ
の
泣
き
虫
が
嫁
入
る
日

山
山
の
山
皆
笑
う
山
の
宿

　
　
〔
ま
さ
に
山
の
俳
句
。
十
あ
る
文
字
の
う
ち
四
文
字
が

　
　
「
山
」
の
字
。〝
奇
〟
を
衒
っ
た
か
と
も
思
え
る
が
、

　
　

ど
う
し
て
ど
う
し
て
堂
々
の
一
句
で
あ
る
。
周
囲
皆
山
、

　
　

そ
れ
が
一
斉
に
笑
う
と
い
う
図
は
ま
さ
に
奇
観
、
い
や

　
　

壮
観
で
さ
え
あ
る
。
遺
憾
な
が
ら
当
国
の
春
の
山
は
、

　
　

花
々
が
笑
う
ご
と
く
に
咲
き
誇
る
と
い
っ
た
趣
は
な
い

　
　

が
、
こ
う
い
う
句
が
出
来
た
こ
と
に
意
義
あ
り
と
し
た

　
　
い
。
俳
句
を
楽
し
む
作
者
の
姿
勢
が
伺
え
る
〕

州
境
高
い
山
ま
で
笑
い
お
り

カ
ン
ブ
リ
湾
船
ゆ
っ
く
り
と
春
惜
し
む

黄
イ
ッ
ペ
ー
国
際
試
合
の
サ
ッ
カ
ー
場

　
　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　

佐
々
木
友
栄

囀
り
に
憂
う
心
も
何
処
へ
や
ら

春
時
雨
水
玉
模
様
の
雨
合
羽

し
ん
し
ん
と
午
後
の
静
か
な
春
の
雨

囀
り
に
老
の
起
床
を
促
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　

岩
本　

洋
子

囀
り
や
麻
の
ひ
と
時
気
持
良
く

春
愁
や
人
生
別
れ
の
く
り
返
し

大
降
り
に
な
り
て
春
雨
と
は
云
え
ず

植
え
替
え
て
ひ
た
す
ら
芽
吹
き
待
ち
居
た
り　

　
　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　

鹿
島　

和
江

一
番
雨
農
家
俄
か
に
活
気
づ
く

　
　
〔
乾
季
も
終
わ
る
頃
、
農
家
は
作
付
け
の
た
め
に
整
地

　
　

を
済
ま
せ
雨
を
待
つ
。
そ
ん
な
頃
に
降
る
雨
を
「
一
番

　
　

雨
」
言
う
。
農
家
は
俄
か
に
活
気
づ
き
、
時
に
昼
夜
兼

　
　

行
の
作
業
が
続
く
。
そ
れ
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
農

　
　

村
風
景
で
あ
る
。
特
に
ま
だ
機
械
化
さ
れ
て
い
な
か
っ

　
　
た
往
時
の
様
子
を
本
句
は
見
事
活
写
し
て
い
る
〕

空
地
に
も
草
の
芽
吹
き
の
は
や
ば
や
と

街
中
の
庭
に
も
風
情
桃
の
花

木
の
芽
風
日
課
の
散
歩
欠
か
さ
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　

作
野　

敏
子

幼
な
児
の
可
愛
い
し
ぐ
さ
桃
の
花

木
の
芽
風
空
に
ぽ
っ
か
り
白
い
雲

野
に
山
に
さ
え
ず
り
コ
ー
ラ
ス
満
々
ち
て

木
の
芽
吹
く
夕
陽
に
映
え
て
美
し
く

　
　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　

白
石　

幸
子

傘
さ
す
を
楽
し
む
孫
や
春
の
雨

桃
の
花
苦
労
知
ら
ず
に
育
つ
孫

傘
借
り
る
程
で
も
な
し
に
春
の
雨

わ
が
庭
に
誰
も
気
付
か
ぬ
新
芽
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

静
子

外
出
を
好
ま
ぬ
齢
油
照
り

癒
え
し
身
の
余
生
新
た
に
衣
更

山
焼
や
土
地
耕
し
て
半
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

信
子

開
拓
の
山
焼
き
今
日
大
問
題

足
早
く
路
傍
の
鳩
よ
日
の
盛
り

全
市
民
の
祈
願
溢
れ
る
ナ
ザ
レ
祭

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

悦
子

黄
濁
に
鞣
さ
る
大
河
油
照
り

　
　
〔
風
も
な
く
汗
ば
む
よ
う
な
暑
い
日
照
り
、
大
河
ア
マ

　
　

ゾ
ン
の
黄
色
く
濁
っ
た
水
面
は
波
立
ち
も
な
く
滑
る
よ

　
　

う
な
流
れ
と
な
る
。
そ
の
様
を
〈
鞣
す
（
な
め
す
）〉
と

　
　

詠
ん
だ
感
性
は
並
の
も
の
で
は
な
い
。
実
際
に
見
な
く

　
　

て
も
目
つ
ぶ
る
だ
け
で
情
景
が
彷
彿
と
さ
れ
る
。「
表

　
　

現
の
妙
」
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
〕

傷
癒
え
て
意
欲
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
街
薄
暑

油
照
り
一
口
多
い
と
諭
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

榎　

す
え
子

喜
雨
欲
し
や
今
日
も
来
て
い
る
軒
雀

久
闊
の
あ
の
友
こ
の
友
敬
老
日

炎
天
下
の
犬
駆
け
の
ぼ
る
歩
道
橋

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

大
嶽
き
く
え

灼
け
る
地
に
思
い
の
丈
を
ぶ
つ
け
お
り

草
木
の
欠
伸
す
る
が
に
日
の
盛
り

日
雇
い
の
人
夫
訴
訟
草
は
実
に

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

岩
永　

節
子

秒
針
の
動
き
止
め
た
し
短
き
夜

忘
れ
得
ぬ
父
が
一
句
の
緋
衣
草

　
　
〔
緋
衣
草
（
ひ
ご
ろ
も
そ
う
）
は
公
園
な
ど
に
植
え
ら
れ

　
　
て
い
る
真
赤
な
花
を
咲
か
せ
る
「
サ
ル
ビ
ア
」
の
こ
と
。

　
　

そ
れ
を
生
前
に
父
の
詠
ん
だ
一
句
が
あ
る
こ
と
を
思
い

　
　

出
し
、
父
を
懐
か
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
俳
句
を
父

　
　

か
ら
受
け
継
い
だ
作
者
が
こ
こ
ア
マ
ゾ
ン
に
い
る
。
俳

　
　

句
文
化
の
繋
が
り
が
こ
こ
に
あ
る
〕

雨
乞
の
祈
り
届
か
ぬ
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

諸
富
香
代
子

　
（
母
の
病
気
見
舞
に
訪
日
す
）

菊
日
和
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
待
つ
子
に
合
格
通
知

秋
風
や
病
母
残
し
て
離
日
せ
る

梨
食
べ
る
病
母
は
嬉
々
と
童
の
如

頑
な
に
日
本
文
化
を
守
り
来
て
移
民
一
世
け
な
げ
な
誇
り

八
十
路
過
ぎ
人
の
名
忘
れ
と
惑
う
に
頭
脳
再
生
の
妙
薬
無
き
や

喜
び
も
悲
し
み
も
越
え
六
十
余
年
家
族
団
欒
溢
る
る
幸
を

世
は
進
み
パ
ソ
コ
ン
、
メ
ー
ル
、
ス
マ
ホ
ン
と
使
い
こ
な
せ
ぬ

老
は
悲
し
き

「
評
」
親
あ
り
て
こ
そ
子
が
あ
る
そ
し
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
子
を

産
む
こ
の
三
世
代
の
絆
の
団
欒
こ
そ
が
家
で
あ
り
八
紘
一
宇

で
あ
る
。
そ
う
教
え
て
く
れ
る
作
品
と
言
い
た
い
。

パ
ラ
ナ
州
グ
ア
イ
ラ　

影
山　

孝

八
十
路
行
く
若
者
た
ち
が
日
本
語
で
フ
ェ
イ
ラ
に
集
い
日
本
を
語
る

世
の
中
は
と
て
も
素
朴
な
人
人
と
過
激
な
人
の
ま
ぜ
ご
は
ん
だ
ね

店
の
中
車
の
中
も
灰
だ
ら
け
こ
れ
ブ
ラ
ジ
ル
の
山
火
事
の
春

薪
わ
れ
と
フ
ロ
に
入
れ
と
メ
シ
だ
よ
と
言
は
れ
て
今
日
も
幸
を
み
る

百
匹
の
蛇
を
や
っ
た
と
言
は
れ
つ
つ
マ
ン
ジ
ョ
カ
作
り
は
衰
退
の
道

「
評
」
自
身
か
ら
湧
き
出
る
思
い
を
そ
の
ま
ま
短
歌
の
型
に

は
め
て
楽
し
む
こ
と
と
の
出
来
る
人
、
こ
れ
が
ブ
ラ
ジ
ル
の

日
系
人
の
作
品
だ
と
い
い
た
い
。
そ
し
て
八
十
路（
や
そ
じ
）

行
く
若
者
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
ノ
ー
ト
に
書
き
と
め
て

五
首
づ
つ
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
妹
さ
ん
も
出
来
れ
ば
別

に
五
首
づ
つ
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

短
歌
詠
み
は
じ
め
て
め
ん
こ
い
妹
が
ほ
め
て
お
だ
て
て
我
を
く

す
ぐ
る
（
孝
）

妹
の
歌

一
筋
に
農
に
生
き
来
し
兄
上
が
八
十
路
を
過
ぎ
て
歌
詠
み
始
む
る

世
の
中
に
誰
か
一
人
は
見
て
い
る
よ
貴
方
の
俳
句
も
三
十
一
文

字
も
（
み
そ
ひ
と
も
じ
も
）

カ
ン
ベ　

湯
山　

洋

春
の
海
ひ
ね
も
す
の
た
り
の
た
り
か
な
吾
の
余
生
も
似
た
り
寄
っ
た
り

目
に
青
葉
杜
鵑
初
鰹
心
身
漲
る
初
夏
に
候

朝
顔
に
釣
瓶
盗
ら
れ
て
も
ら
い
水
和
気
藹
々
と
井
戸
端
会
議

古
池
や
蛙
飛
び
込
む
水
の
音
宵
待
草
は
月
の
出
を
待
つ

菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に
今
夜
は
ゆ
っ
く
り
歌
な
ど
読
も
う

「
評
」
芭
蕉
な
ど
の
俳
句
を
上
の
句
に
据
え
て
繋
ぐ
こ
の

旨
さ
、
ベ
テ
ラ
ン
な
ら
で
は
の
五
首
。

モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー
ゼ
ス　

斎
藤　

け
い

外
人
の
わ
れ
ら
に
年
金
く
れ
る
国
毎
月
感
謝
の
心
で
受
け
る

わ
れ
ら
こ
そ
外
人
な
の
に
何
ゆ
え
に
土
地
人
さ
し
て
外
人
と
云
ふ

一
山
を
ク
ワ
レ
ズ
マ
で
彩
れ
る
サ
レ
ゾ
ポ
リ
ス
の
山
路
を
通
る

疲
れ
目
を
や
さ
し
く
い
や
す
ク
ワ
レ
ズ
マ
モ
ジ
街
道
に
ホ
ツ
ホ
ツ
と
咲
く

ク
ワ
レ
ズ
マ
そ
の
名
も
ゆ
か
し
く
そ
の
森
に
し
ろ
と
ピ
ン
ク
で
絆
を
保
つ

「
評
」
東
西
を
問
わ
ず
混
沌
と
し
た
世
に
あ
っ
て
一
首
二
首

の
下
の
句
「
毎
月
感
謝
の
」「
土
地
人
さ
し
て
」
の
心
境
の

人
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
つ
づ
く
三
首
の
様
な
簡
潔
に
し
て
潔

癖
な
作
品
が
溢
れ
出
る
の
で
あ
ろ
う
。
お
願
い
、
い
ま
少

し
文
字
を
太
め
に
頼
み
ま
す
。サ

ン
パ
ウ
ロ　

大
志
田　

良
子

ア
パ
ー
ト
の
夕
や
け
映
る
ガ
ラ
ス
窓
明
日
の
天
候
晴
天
な
り
や

天
気
よ
し
今
日
全
伯
の
短
歌
会
一
年
い
ち
ど
再
会
待
ち
居
し

大
会
に
「
こ
こ
だ
け
の
話
」
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
苦
楽
や
発
表
た
の
し
き

趣
味
と
云
え
三
十
年
余
つ
づ
け
来
て
書
展
近
づ
き
画
仙
紙
揃
え
る

毎
年
の
迎
え
る
九
月
多
忙
に
て
遂
忘
れ
い
し
吾
が
誕
生
日

「
評
」
一
日
一
日
を
確
認
し
、
迎
え
そ
し
て
送
る
、
終
活
の

中
に
は
る
か
な
過
去
を
振
り
返
り
、
又
再
会
を
待
ち
わ
び

る
楽
し
さ
、
こ
う
し
て
多
忙
の
う
ち
に
忘
れ
い
し
吾
が
生

ま
れ
日
で
あ
っ
た
こ
と
よ
。
光
陰
矢
の
如
し
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

坂
上
美
代
栄

あ
り
余
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
散
し
若
者
ら
大
音
響
で
天
地
揺
る
が
す

老
ひ
し
ら
は
乏
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ロ
チ
ロ
と
短
歌
を
詠
み
て

は
体
操
な
ど
を

青
い
鳥
ス
イ
と
緑
へ
入
り
た
る
吾
は
ゆ
る
り
と
赤
い
鳥
居
に

落
ち
葉
踏
み
妹
と
石
、
探
し
を
れ
ば
落
し
物
で
す
か
と
人
の
寄
り
来
る

首
飾
り
、
指
輪
の
た
ぐ
ひ
も
う
無
い
が
捨
つ
る
に
惜
い
大
小
の
石

「
評
」
老
い
の
周
辺
を
た
し
か
め
な
が
ら
一つ
一つ
を
作
品
世
界
に

構
築
し
て
行
く
努
力
が
見
え
る
作
者
、御
精
進
を
祈
り
上
げ
つ
つ
。
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カ
諸し

ょ

国こ
く

の
社し

ゃ

会か
い

は
困こ

ん

難な
ん

で
も
、

ア
フ
リ
カ
の
難な

ん

民み
ん

や
移い

民み
ん

は

生せ
い

命め
い

力り
ょ
く

に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
本ほ

ん

物も
の

の
Ｗ
杯は

い

で
は
対た

い

戦せ
ん

す
る
こ
と

の
な
い
国く

に

々ぐ
に

の
チ
ー
ム
と
、

ブ
ラ
ジ
ル
在ざ

い

住じ
ゅ
うの
日に

本ほ
ん

人じ
ん

サ

ッ
カ
ー
愛あ

い

好こ
う

者し
ゃ

と
の
対た

い

戦せ
ん

も
、

い
ず
れ
見み

て
み
た
い
も
の
。
な

お
、
同ど

う

Ｗ
杯は

い

へ
の
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

申も
う

し

込こ

み
は
毎ま

い

年と
し

年ね
ん

始し

に
開か

い

始し

す

る
と
の
こ
と
。

　ＮＧＯアフリカ・ド・コラソン主
し ゅ

催
さ い

、国
こ く

連
れ ん

難
な ん

民
み ん

高
こ う

等
と う

弁
べ ん

務
む

官
か ん

事
じ

務
む

所
し ょ

（ＵＮＨＣＲ）、国
こ く

際
さ い

移
い

住
じゅう

機
き

関
か ん

（ＩＯＭ）、
サンパウロ市

し

及
お よ

び数
す う

社
し ゃ

の民
み ん

間
か ん

企
き

業
ぎょう

が後
こ う

援
え ん

する『第
だ い

６回
か い

難
な ん

民
み ん

と移
い

民
み ん

のサッカーＷ杯
は い

』サンパウロ大
た い

会
か い

の開
か い

幕
ま く

式
し き

が４日
か

、聖
せ い

市
し

パカエンブー競
きょう

技
ぎ

場
じょう

の講
こ う

堂
ど う

で行
おこな

われた。
５、６日

か

にはセントロ・オリンピコで１６カ国
こ く

のチーム
の４強

きょう

決
け っ

定
て い

戦
せ ん

が行
おこな

われ、勝
しょう

利
り

したギニアビサウ、コン
ゴ民

み ん

主
し ゅ

共
きょう

和
わ

国
こ く

、ガンビア、ニジェールが１３日
に ち

と２０
日

か

の準
じゅん

決
け っ

勝
しょう

と決
け っ

勝
しょう

戦
せ ん

に挑
い ど

む。

　
　
　
　
　

◎

　

北き
た

山や
ま

た
け
し
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
参さ

ん

加か

し
て
い
た
宮み

や

田た

ロ
ー
ザ
さ
ん
（
７
６
、
二に

世せ
い

）
と
姉あ

ね

の
宮み

や

田た

和か
ず

子こ

さ
ん

（
８
５
、
二に

世せ
い

）
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
北き

た

山や
ま

た
け
し
が
歌う

た

う
の

を
見み

て
以い

来ら
い

好す

き
だ
っ
た
と

い
う
。「
実じ

っ

際さ
い

に
聞き

い
た
方ほ

う

が

良よ

か
っ
た
し
、
テ
レ
ビ
を
見み

て

思お
も

っ
て
い
た
よ
り
明あ

か

る
く
て
楽た

の

し
い
人ひ

と

。
冗

じ
ょ
う

談だ
ん

も
た
く
さ
ん

　

同ど
う

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
副ふ

く

代だ
い

表ひ
ょ
うで
近き

ん

大た
い

会か
い

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務つ
と

め
る
、
シ
リ
ア
出し

ゅ
っ
し
ん身
の
ア

ブ
ド
ゥ
ル
バ
セ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ロ

ー
ル
氏し

（
２
９
）
は
、「
こ
の

Ｗ
杯は

い

の
テ
ー
マ
は
人に

ん

間げ
ん

。『
国こ

っ

境き
ょ
うを
越こ

え
ら
れ
る
言げ

ん

語ご

』
と

し
て
の
サ
ッ
カ
ー
を
通つ

う

じ
て
、

難な
ん

民み
ん

や
移い

民み
ん

の
現げ

ん

実じ
つ

を
示し

め

し
、

偏へ
ん

見け
ん

や
差さ

別べ
つ

、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

嫌け
ん

悪お

を
打だ

破は

す
る
一い

っ

歩ぽ

と
な
る
こ

と
を
目め

指ざ

し
て
い
ま
す
」
と

開か
い

幕ま
く

式し
き

で
あ
い
さ
つ
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
に

感か
ん

謝し
ゃ

の
意い

を
表ひ

ょ
うし
た
。

　

今こ

年と
し

の
テ
ー
マ
は
『
生う

ま

れ
育そ

だ

っ
た
国く

に

を
後あ

と

に
し
た
人ひ

と

の
話は

な
し
を
聞き

い
て
』。
難な

ん

民み
ん

や
移い

民み
ん

が
大た

い

会か
い

を
通と

お

し
て
少す

こ

し
で

も
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
浴あ

び
る
こ
と
で
、

労ろ
う

働ど
う

市し

場じ
ょ
うに
参さ

ん

入に
ゅ
うで
き
る
機き

会か
い

を
高た

か

め
る
こ
と
に
期き

待た
い

が

寄よ

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

４
日か

の
開か

い

会か
い

式し
き

で
は
主し

ゅ

催さ
い

、

後こ
う

援え
ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
うあ
い
さ
つ
の
後あ

と

、

サ
ン
パ
ウ
ロ
大た

い

会か
い

に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす

る
１
６
カ
国こ

く

の
チ
ー
ム
の
キ

ャ
プ
テ
ン
が
壇だ

ん

上じ
ょ
うで
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
受う

け
取と

っ
た
。
同ど

う

大た
い

会か
い

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

国こ
く

は
ギ
ニ
ア
ビ
サ

ウ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、

マ
リ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
カ
メ
ル

ー
ン
、
韓か

ん

国こ
く

、
コ
ン
ゴ
民み

ん

主し
ゅ

共き
ょ
う

和わ

国こ
く

、
ト
ー
ゴ
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
、
ハ
イ
チ
、
ガ
ン
ビ
ア
、

ア
ン
ゴ
ラ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
ベ
ニ
ン
。

　

１
４
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ
た
同ど

う

Ｗ

杯は
い

は
、
難な

ん

民み
ん

と
移い

民み
ん

の
統と

う

合ご
う

を
目も

く

的て
き

と
し
た
最さ

い

大だ
い

の
ス
ポ

ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
サ
ン
パ

ウ
ロ
で
始は

じ

ま
り
、
年ね

ん

々ね
ん

規き

模ぼ

を
拡か

く

大だ
い

し
、
今こ

年と
し

は
ブ
ラ
ジ

リ
ア
、
リ
オ
、
レ
シ
フ
ェ
、
ポ

ル
ト
ア
レ
グ
レ
、
ク
リ
チ
ー

バ
で
も
地ち

方ほ
う

戦せ
ん

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
、

各か
く

地ち

の
優ゆ

う

勝し
ょ
うチ
ー
ム
は
１
１

月が
つ

に
リ
オ
で
全ぜ

ん

国こ
く

１
位い

を
競き

そ

う
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
全ぜ

ん

体た
い

で
は
３
９

カ
国こ

く

４
６
チ
ー
ム
、
約や

く

１
１
２
０
人に

ん

の
選せ

ん

手し
ゅ

が
参さ

ん

加か

す
る
。
選せ

ん

手し
ゅ

は
難な

ん

民み
ん

（
難な

ん

民み
ん

申し
ん

請せ
い

者し
ゃ

お
よ
び
認に

ん

定て
い

難な
ん

民み
ん

）

お
よ
び
移い

民み
ん

で
構こ

う

成せ
い

さ
れ
て

い
る
。
昨さ

く

年ね
ん

の
全ぜ

ん

伯ぱ
く

一い
ち

決け
っ

定て
い

戦せ
ん

で
は
難な

ん

民み
ん

と
移い

民み
ん

で
結け

っ

成せ
い

さ
れ
た
マ
ラ
イ
カ
・
チ
ー
ム

が
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ

大た
い

会か
い

の
責せ

き

任に
ん

者し
ゃ

で
あ
る
ギ
ニ

ア
ビ
サ
ウ
出し

ゅ
っ
し
ん身
の
ブ
ラ
イ
マ
・

マ
ネ
氏し

は
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
参さ

ん

加か

も
大だ

い

歓か
ん

迎げ
い

」
と
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

に

開ひ
ら

か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ

と
を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　

６
日か

に
は
サ
ッ
カ
ー
試し

合あ
い

の
ほ
か
に
、
難な

ん

民み
ん

や
移い

民み
ん

の

出し
ゅ
っ

身し
ん

国こ
く

の
音お

ん

楽が
く

、
ダ
ン
ス
、

食し
ょ
くな
ど
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
『
フ
ェ

イ
ラ
・
ク
ウ
ツ
ラ
ル
』
も
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
２
０
日か

の
パ
カ

エ
ン
ブ
ー
競

き
ょ
う

技ぎ

場じ
ょ
うで
の
決け

っ

勝
し
ょ
う

戦せ
ん

は
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
うだ
が
、
１

キ
ロ
の
食

し
ょ
く

料り
ょ
うの
寄き

付ふ

が
必ひ

つ

要よ
う

。

　
「
次つ

ぎ

は
北き

た

島じ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
を

引ひ

っ
張ぱ

っ
て
一い

っ

緒し
ょ

に
ブ
ラ
ジ
ル

へ
来き

ま
す
」
―
―
北き

た

山や
ま

た
け

し
が
そ
う
宣せ

ん

言げ
ん

す
る
と
、
観か

ん

客き
ゃ
くは
大だ

い

歓か
ん

声せ
い

で
応こ

た

え
た
。
６

日か

に
聖せ

い

市し

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

で
行お

こ
な
わ
れ
た
「
北き

た

山や
ま

た
け
し

ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

１
１
１
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
池い

け

田だ

マ
リ
オ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
主し

ゅ

催さ
い

）
２
回か

い

公こ
う

演え
ん

の
一い

ち

場ば

面め
ん

だ
。

　

北き
た

島じ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

の
弟で

子し

で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

に
５
年ね

ん

連れ
ん

続ぞ
く

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
た
彼か

れ

の
歌う

た

声ご
え

を
聴き

く

た
め
に
、
計け

い

２
千せ

ん

人に
ん

が
来ら

い

場じ
ょ
う。

パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
や
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
イ

ス
州し

ゅ
う
な
ど
か
ら
も
公こ

う

演え
ん

に
訪

お
と
ず

れ
た
。

　

初は
じ

め
に
師し

の
特と

く

別べ
つ

ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流な

が

さ
れ
、

「
今き

ょ
う日
は
義ぎ

理り

の
息む

す

子こ

で
弟で

子し

の
北き

た

山や
ま

た
け
し
の
歌う

た

を
楽た

の

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
私わ

た
し

も
、

も
う
一い

ち

度ど

伯は
っ

国こ
く

に
行い

き
た
く

な
り
ま
し
た
」
と
微ほ

ほ

笑え

み
、

フ
ァ
ン
を
喜よ

ろ
こば
せ
た
。

　

津つ

軽が
る

三じ
ゃ

味み

線せ
ん

奏そ
う

者し
ゃ

・
福ふ

く

居い

一か
ず

大ひ
ろ

の
演え

ん

奏そ
う

で
開か

い

幕ま
く

し
、
北き

た

山や
ま

た
け
し
が
歌う

た

い
な
が
ら
登と

う

場じ
ょ
う。「
大お

お

勢ぜ
い

の
皆み

な

さ
ん
に
お
越こ

し
い
た
だ
き
、
ム
イ
ン
ト
・

オ
ブ
リ
ガ
ー
ド
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
、

「
ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ッ
チ
モ
！ 

フ

ェ
ジ
ョ
ン
、
ゴ
ス
ト
ー
ゾ
！
」

と
覚お

ぼ

え
た
て
の
ポ
語ご

で
客

き
ゃ
く

席せ
き

参
さん

列
れつ

者
しゃ

ら

　
コ
ジ
ロ
ー
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル

情じ
ょ
う

報ほ
う

誌し

『
月げ

っ

刊か
ん

ピ
ン
ド
ラ
ー

マ
』
１
０
月が

つ

号ご
う

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ

た
。

　

宮み
や

本も
と

碧あ
お
い

氏し

の
「
さ
ん
ぱ
う

ろ
ぐ
る
め
を
っ
ち
ゃ
ー
」で
は
、

聖せ
い

市し

ヴ
ィ
ラ
・
マ
リ
ア
ー
ナ

区く

の
人に

ん

気き

台た
い

湾わ
ん

料り
ょ
う

理り

店て
ん

な
ど

を
紹

し
ょ
う

介か
い

。ま
た
同ど

う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

で
、

日ひ

向な
た

ノ
エ
ミ
ア
氏し

の
著ち

ょ

書し
ょ

も

販は
ん

売ば
い

し
て
い
る
。
ポ
語ご

教き
ょ
う

育い
く

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

で
異い

文ぶ
ん

化か

エ
ッ
セ
イ
ス

ト
の
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

の
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い

考こ
う

察さ
つ

を
楽た

の

し
め
る
。
そ
の
他ほ

か

、

イ
ベ
ン
ト
、
飲い

ん

食し
ょ
く

店て
ん

、
求

き
ゅ
う

人じ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

な
ど
も
掲け

い

載さ
い

。

　

な
お
、
同ど

う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

が
編へ

ん

集し
ゅ
うす

る
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
伯は

っ

国こ
く

生せ
い

活か
つ

必ひ
っ

携け
い

の
書し

ょ

『
楽ら

く

々ら
く

サ
ン
パ
ウ
ロ
』

の
最さ

い

新し
ん

刊か
ん

も
発は

つ

売ば
い

さ
れ
た
と

の
こ
と
。

　

本ほ
ん

書し
ょ

は
日に

っ

系け
い

書し
ょ

店て
ん

、
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

店て
ん

な
ど
で
配は

い

布ふ

中ち
ゅ
う。
問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
２
７
７
・
４ 

１
２
１
）
ま
で
。

言い

っ
て
て
、
も
っ
と
フ
ァ
ン
に

な
っ
た
わ
」
と
声こ

え

を
弾は

ず

ま
せ
て

い
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

故ふ
る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
で
豊と

よ

田た

一か
ず
お夫
さ

ん
に
会あ

い
に
駆か

け
つ
け
た
神か

ん

立だ
つ

守ま
も
るさ
ん
は
、「
第だ

い

二に

ト
メ
ア

ス
ー
移い

住じ
ゅ
う

地ち

建け
ん

設せ
つ

の
た
め
に

原げ
ん

始し

林り
ん

を
開か

い

拓た
く

し
て
い
た
時と

き

は
、
食た

べ
物も

の

が
酷ひ

ど

か
っ
た
」
と

顔か
お

を
し
か
め
た
。
何な

に

を
食た

べ

た
の
か
と
聞き

く
と
、「
ジ
ャ
ブ
チ

（
リ
ク
ガ
メ
）、
パ
ー
カ
（
シ

カ
）、
タ
ト
ゥ
（
ア
ル
マ
ジ
ロ
）

と
か
…
」
と
た
し
か
に
普ふ

通つ
う

は
食た

べ
な
い
も
の
ば
か
り
。
念ね

ん

の
た
め
「
美お

味い

し
か
っ
た
か
」

と
尋た

ず

ね
る
と
、「
あ
の
時と

き

は
そ

れ
し
か
な
か
っ
た
か
ら
ね
…
」

と
の
こ
と
。
今い

ま

食た

べ
た
い
も

の
で
は
決け

っ

し
て
な
い
そ
う
だ
。

並な
み

の
根こ

ん

性じ
ょ
うで
は
開か

い

拓た
く

生せ
い

活か
つ

が

で
き
な
い
こ
と
が
伝つ

た

わ
っ
て
く

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
。

決け
っ

勝し
ょ
う

戦せ
ん

は
20
日か

、パ
カ
エ
ン
ブ
ー

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
参さ

ん

加か

も
大だ

い

歓か
ん

迎げ
い

」

に
語か

た

り
か
け
る
と
観か

ん

客き
ゃ
くは
大お

お

喜よ
ろ
こび
し
た
。

　

踊お
ど

り
や
数か

ず

々か
ず

の
楽が

っ

器き

の

腕う
で

前ま
え

も
披ひ

露ろ
う

。
北き

た

島じ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

の

「
風ふ

う

雪せ
つ

な
が
れ
旅た

び

」
を
歌う

た

っ

た
後あ

と

は
、
剣け

ん

舞ぶ

の
華か

麗れ
い

な
舞ま

い
と
三し

ゃ

味み

線せ
ん

の
音お

と

に
合あ

わ
せ

た
尺

し
ゃ
く

八は
ち

、
大お

お

太だ
い

鼓こ

な
ど
の
演え

ん

奏そ
う

で
会か

い

場じ
ょ
うを
沸わ

か
せ
た
。

　

皆み
な

で
歌う

た

え
る
懐な

つ

か
し
い
曲

き
ょ
く

ベ
ー
ジ
ョ
、
ア
ブ
ラ
ッ
ソ
Ｏ
Ｋ
！

北き
た

山や
ま

た
け
し
２
千せ

ん

人に
ん

前ま
え

に
熱ね

っ

唱し
ょ
う

靖や
す

国く
に

の
英え

い

霊れ
い

、
伯は

く

人じ
ん

戦せ
ん

死し

者し
ゃ

ら
に

慰い

霊れ
い

祭さ
い

で
先せ

ん

人じ
ん

に
祈い

の

り
捧さ

さ

げ
る

の
ア
ン
コ
ー
ル
に
応こ

た

え
て
、
北き

た

　

靖や
す

国く
に

・
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル

（
椎し

い

田だ

セ
ー
ザ
ル
敏と

し

郎ろ
う

会か
い

長ち
ょ
う）
は
「
慰い

霊れ
い

祭さ
い

」
を
９
月が

つ

１
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

、
ブ
ラ
ジ
ル
旧

き
ゅ
う

兵へ
い

士し

協き
ょ
う

会か
い

で
行

お
こ
な

っ
た
。
約や

く

８
０
人に

ん

が
参さ

ん

列れ
つ

し
て
先せ

ん

人じ
ん

に

祈い
の

り
を
さ
さ
げ
た
。

　

慰い

霊れ
い

祭さ
い

で
は
、
日に

本ほ
ん

の
靖や

す

国く
に

神じ
ん

社じ
ゃ

に
ま
つ
ら
れ
て
い
る

２
４
６
万ま

ん

６
千せ

ん

余よ

柱ば
し
らの
英え

い

（７） ２０１９年第５３４４号 	１０月	 ９日	（水曜日）

『第
だい

６回
かい

難
なん

民
みん

と移
い

民
みん

のＷ杯
はい

』サンパウロ大
たい

会
かい

の開
かい

幕
まく

式
しき

で、主
しゅ

催
さい

、後
こう

援
えん

の代
だい

表
ひょう

らとユニ
フォームを受

う

け取
と

った１６カ国
こく

チームのキャプテン（Foto e Texto : OURA Tomoko）

２千
せん

人
にん

の観
かん

客
きゃく

を前
まえ

に熱
ねっ

唱
しょう

する北
きた

山
やま

たけし

難な
ん

民み
ん

と
移い

民み
ん

の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯は

い

開か
い

幕ま
く

　
『
難な

ん

民み
ん

と
移い

民み
ん

の
Ｗ
杯は

い

』
で

印い
ん

象し
ょ
う

的て
き

な
の
は
、
試し

合あ
い

前ま
え

や

勝し
ょ
う

利り

し
た
時と

き

の
ア
フ
リ
カ
ン

の
力

ち
か
ら

強づ
よ

い
歌う

た

声ご
え

や
ア
フ
ロ
ス
テ

ッ
プ
だ
。
出

し
ゅ
っ

身し
ん

地ち

の
ア
フ
リ

月げ
っ

刊か
ん

ピ
ン

ド
ラ
ー
マ

10
月が
つ
号ご
う
配は
い
布ふ

中
ち
ゅ
う

島じ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

の
「
祭ま

つ

り
」
で
公こ

う

演え
ん

を
終お

え
た
。

　

真ま

っ
先さ

き

に
Ｃ
Ｄ
を
購こ

う

入
に
ゅ
う

し
て
い
た
松ま

つ

田だ

節せ
つ

子こ

さ
ん

（
７
６
、
二に

世せ
い

）
は
、
友ゆ

う

人じ
ん

の
高た

か

橋は
し

弘ひ
ろ

子こ

さ
ん
（
７
９
、

二に

世せ
い

）
と
参さ

ん

加か

。「
初は

じ

め
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
見み

た
時と

き

、
な
ん
て

綺き

麗れ
い

な
顔か

お

だ
ろ
う
と
思お

も
っ
た
。

チ
ケ
ッ
ト
も
す
ぐ
に
買か

っ
た

わ
」
と
う
っ
と
り
。

　

印い
ん

象し
ょ
うに
残の

こ

っ
た
の
は
、
亡な

き
母は

は

親お
や

を
想お

も

っ
て
本ほ

ん

人に
ん

が
作さ

く

詞し

作さ
っ

曲き
ょ
くし
た
『
灯

と
も
し
び

～
い
つ
ま

で
も
忘わ

す

れ
な
い
～
』。「
お
母か

あ

さ
ん
へ
の
気き

持も

ち
が
伝つ

た
っ
て
き

た
。
他ほ

か

に
知し

っ
て
い
る
曲き

ょ
く
も
い

っ
ぱ
い
あ
っ
た
。
今き

ょ
う日
の
夕ゆ

う

食し
ょ
く

会か
い

も
行い

く
つ
も
り
」
と
熱ね

つ

を
上あ

げ
、「
買か

う
つ
も
り
な
か

っ
た
け
ど
Ｃ
Ｄ
も
『
こ
れ
は

北き
た

島じ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

「
ま
た
伯は

っ

国こ
く

行い

き
た
い
」

買か

わ
な
き
ゃ
！
』
っ
て
」
と
ま

す
ま
す
フ
ァ
ン
に
。

　

偶ぐ
う

然ぜ
ん

ミ
ナ
ス
州し

ゅ
う

か
ら

出し
ゅ
っ

聖せ
い

し
て
い
た
四よ

つ

本も
と

強つ
よ
しさ
ん

（
６
３
、
二に

世せ
い

）
は
「
ホ
テ

ル
で
昨き

の
う日
知し

っ
た
」
と
急き

ゅ
う
き

ょ
参さ

ん

加か

。
北き

た

山や
ま

た
け
し
の
歌う

た

を
す
っ
か
り
気き

に
入い

り
、「
す

ご
い
歌う

た

声ご
え

。
そ
れ
に
優や

さ

し
い

方か
た

で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ら
し
く
腰こ

し

が

低ひ
く

く
て
先せ

ん

生せ
い

を
敬

う
や
ま

っ
て
い
る

の
が
素す

晴ば

ら
し
い
」
と
絶ぜ

っ

賛さ
ん

。

「『
上う

え

を
向む

い
て
歩あ

る

こ
う
』
は

彼か
れ

の
声こ

え

に
良よ

く
合あ

っ
て
い
た
。

僕ぼ
く

が
好す

き
な
『
北き

た

国ぐ
に

の
春は

る

』

も
良よ

か
っ
た
。
来き

て
る
人ひ

と

皆み
な

が
と
て
も
喜よ

ろ
こ

ん
で
い
た
ね
。

Ｃ
Ｄ
も
購こ

う

入に
ゅ
うし
た
よ
」
と
満ま

ん

足ぞ
く

気げ

に
笑わ

ら
っ
た
。

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
選せ

ん

曲き
ょ
くさ
れ
、
コ
ロ

ニ
ア
で
も
愛あ

い

さ
れ
て
い
る
名め

い

曲き
ょ
く「
高こ

う

校こ
う

３
年ね

ん

生せ
い

」「
上う

え

を

向む

い
て
歩あ

る

こ
う
」「
ふ
る
さ
と
」

「
赤あ

か

と
ん
ぼ
」
や
童ど

う

謡よ
う

な
ど

を
観か

ん

客き
ゃ
くと
大だ

い

合が
っ

唱し
ょ
う。
客

き
ゃ
く

席せ
き

か

ら
は
「
こ
ん
な
に
歌う

た

う
の
は

久ひ
さ

し
ぶ
り
！
」
と
声こ

え

を
弾は

ず

ま

せ
る
声こ

え

が
聞き

こ
え
た
。

　

途と

中ち
ゅ
う、
観か

ん

客き
ゃ
く

席せ
き

を
周ま

わ

る
時じ

間か
ん

も
あ
り
、「
北き

た

島じ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん

か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
皆み

な

さ
ん

に
触さ

わ
っ
て
も
ら
い
な
さ
い
と
言い

わ
れ
て
い
ま
す
。
女じ

ょ

性せ
い

は
頬ほ

お

に
ベ
ー
ジ
ョ
（
キ
ス
）、
ア
ブ

ラ
ッ
ソ
（
抱ほ

う

擁よ
う

）
も
Ｏ
Ｋ
！
」

と
い
う
言こ

と

葉ば

に
会か

い

場じ
ょ
うの
熱ね

っ

気き

は
最さ

い

高こ
う

潮ち
ょ
うに
。
押お

し
寄よ

せ
る

観か
ん

客き
ゃ
く１
人り

１
人り

に
、
笑え

顔が
お

で

サ
ー
ビ
ス
満ま

ん

点て
ん

の
対た

い

応お
う

を
見み

せ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

の
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
うと
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うは
、
１
９
８
４

年ね
ん

に
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

建け
ん

設せ
つ

の

慈じ

善ぜ
ん

コ
ン
サ
ー
ト
を
行

お
こ
な

っ
た

北き
た

島じ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

に
対た

い

し
感か

ん

謝し
ゃ

プ
レ

ー
ト
を
用よ

う

意い

。
北き

た

山や
ま

た
け
し

に
手て

渡わ
た

す
と
、「
僕ぼ

く

に
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
ね
」
と
観か

ん

客き
ゃ
くを
笑わ

ら

わ
せ
、「
北き

た

島じ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
に
届と

ど

け
ま
す
」
と
笑え

顔が
お

で
受う

け
取と

っ
た
。

　

最さ
い

後ご

は
「
次つ

ぎ

は
北き

た

島じ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
と
一い

っ

緒し
ょ

に
ブ
ラ
ジ
ル
に

来き

ま
す
！
」
と
誓ち

か

い
、
観か

ん

客
き
ゃ
く

詳し
ょ
う

細さ
い

は
後ご

日じ
つ

公こ
う

開か
い

さ
れ
る

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
のC

o
p

a 
d

o
s R

efu
g

ia
d

o
s e 

Im
igran

tes

で
。(

大お
お

浦う
ら

智と
も

子こ

さ
ん
通つ

う

信し
ん)

霊れ
い

、
移い

民み
ん

船せ
ん

の
中な

か

で
死し

去き
ょ

し

た
６
４
４
人に

ん

を
含ふ

く

む
移い

民み
ん

先せ
ん

亡ぼ
う

者じ
ゃ

、
欧お

う

州し
ゅ
うで
第だ

い

２
次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

に
参さ

ん

戦せ
ん

し
て
亡な

く
な
っ

た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

を
含ふ

く

む
ブ
ラ
ジ
ル

軍ぐ
ん

人じ
ん

、
最さ

い

近き
ん

の
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

合ご
う

平へ
い

和わ

維い

持じ

軍ぐ
ん

に
参さ

ん

加か

し
て
い
る

最さ
い

中ち
ゅ
うに
な
く
な
っ
た
伯は

く

人じ
ん

ら

の
魂

た
ま
し
いを
弔

と
む
ら
っ
た
。

　

当と
う

日じ
つ

は
伯は

っ

国こ
く

陸り
く

軍ぐ
ん

南な
ん

東と
う

軍ぐ
ん

司し

令れ
い

部ぶ

か
ら
総そ

う

司し

令れ
い

官か
ん

と
中

ち
ゅ
う

も
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
国く

に

の
た

め
に
亡な

く
な
っ
た
方か

た

の
魂

た
ま
し
いを

忘わ
す

れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

を
述の

べ
た
。
来ら

い

社し
ゃ

し
た
酒さ

か

本も
と

恵け
い

三ぞ
う

第だ
い

２
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
う、
神か

ん

主ぬ
し

の
上こ

う

妻づ
ま

博ひ
ろ

彦ひ
こ

さ
ん
、
山や

ま

名な

ロ

ベ
ル
ト
さ
ん
ら
も
異い

口く

同ど
う

音お
ん

に

「
先せ

ん

人じ
ん

の
記き

憶お
く

を
残の

こ

し
て
い

く
た
め
に
も
来ら

い

年ね
ん

は
参さ

ん

列れ
つ

者し
ゃ

を
も
っ
と
増ふ

や
し
た
い
」
と
語か

た

っ
た
。

将じ
ょ
うの
代だ

い

理り

人に
ん

も
参さ

ん

列れ
つ

し
た
。

　

最さ
い

初し
ょ

に
椎し

い

田た

会か
い

長ち
ょ
うか
ら
挨あ

い

拶さ
つ

が
あ
り
、
靖や

す

国く
に

神じ
ん

社じ
ゃ

の
意い

義ぎ

に
つ
い
て
説せ

つ

明め
い

。
参さ

ん

列れ
つ

者し
ゃ

一い
ち

同ど
う

で
黙も

く

と
う
を
行お

こ
な
い
、
神し

ん

道と
う

形け
い

式し
き

に
沿そ

っ
て
慰い

霊れ
い

の
儀ぎ

式し
き

が
進す

す

め
ら
れ
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
靖や

す

国く
に

神じ
ん

社じ
ゃ

の
山や

ま

口ぐ
ち

建た
て

史ぶ
み

宮ぐ
う

司じ

か
ら
も
「（
慰い

霊れ
い

祭さ
い

が
行お

こ
な
わ
れ
）
英え

い

霊れ
い

と
開か

い

拓た
く

移い

民み
ん

物ぶ
っ

故こ

者し
ゃ

の
御み

霊た
ま

も
お
慶

よ
ろ
こ

び
に
な
ら
れ
、
お
鎮し

ず

ま
り
の

こ
と
と
拝は

い

察さ
つ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

先せ
ん

人じ
ん

の
苦く

難な
ん

を
思お

も

い
、
尊そ

ん

崇す
う

の
念ね

ん

を
継け

い

承し
ょ
うし
て
い
く
こ
と

は
、
日に

本ほ
ん

民み
ん

族ぞ
く

と
し
て
の
責せ

き

務む

で
あ
り
、
今こ

ん

日に
ち

ま
で
活か

つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
て
こ
ら
れ
た
皆み

な

様さ
ま

に

深ふ
か

く
敬け

い

服ふ
く

す
る
次し

第だ
い

で
す
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届と

ど

け
ら
れ

た
。

　

京
き
ょ
う

野の

吉よ
し

男お

第だ
い

１
副ふ

く

会か
い

長
ち
ょ
う



A Moto Honda da Amazônia 
apresentou no final de 
setembro, a linha 2020 da NC 
750X, modelo conhecido pela 
sua versatilidade e posição 
confortável de pilotagem.
Entre seus atrativos está o 
compartimento de carga de 
22 litros localizado onde 
normalmente fica o tanque 
de combustível, sendo capaz 
de acomodar um capacete, 
bagagens ou pequenos 
volumes.
Produzida na fábrica da 
Honda em Manaus – AM, 
o motor de 2 cilindros, 

O inglês Lewis Hamilton 
venceu o GP da Rússia 
de F-1 seguido pelo seu 
companheiro de equipe 
Valtteri Bottas e pela Ferrari 
de Charles Leclerc.
Foi a 82ª vitória de Hamilton 
que agora está a apenas 9 
vitórias do recorde alcançado 
pelo heptacampeão alemão 
Michael Schumacher.
Na largada, a Ferrari havia 
combinado que Leclerc que 
largou na pole, daria vácuo 
para Sebastian Vettel, que 
largou em terceiro, para 
ultrapassar a Mercedes de 
Lewis Hamilton, que largou 
em segundo.
A estratégia deu tão certo 
que Vettel não só ultrapassou 
Hamilton, como acabou 
ultrapassando também o 
seu companheiro de equipe 
Charles Leclerc.
Após algumas voltas, a Ferrari 
orientou Vettel a devolver 
a posição para Leclerc, mas 
o alemão insinuou que a 
devolução da posição poderia 

AUTOS
Honda NC 750X 2020 

2020 年型ホンダ NC750X が、
ニューカラーとニューグラフィックで参上

ルイス・ハミルトンが、２位のバルテリ・ボッタスに勝利
レッドブル・ホンダのマックス・フェルスタッペンは 4 位に浮上

GP da Rússia de Fórmula-1
フォーミュラ 1 ロシア GP

OHC refrigerado a líquido, 
proporciona potência máxima 
de 54,5 cv a 6.250 rpm e 
torque máximo de 6,94 kgf.m 
a 4.750 rpm. O consumo 
médio fica na faixa de 30 
km/l, muito mais econômica 
da maioria das motos com 
750cc.
Com relação à segurança, 
a montadora colocou um 
sistema de freio a disco 
com ABS nas duas rodas. Já 
a suspensão dianteira tem 
garfo telescópio com 153,5 
mm de curso e a traseira com 
sistema de monoatercimento 

ser feita mais para frente.
A demora em Vettel ceder a 
posição para Leclerc irritou 
o monegasco que reclamou 
pelo rádio com a equipe, 
tendo como resposta que 
ela seria realizada durante a 
prova.
O tailandês Alexander Albon 
da Red Bull Honda que havia 
largado em último veio 

Pro-Link garante curso de 
150 mm, com ajuste de pré-
carga na mola.
O para-brisa compacto 
garante conforto e segurança 
principalmente nas estradas 
sem prejudicar a visibilidade 
e a maneabilidade da moto. Já 
o painel de instrumentos em 
LCD permite mudar as cores. 
A garantia é de 3 anos, sem 
limite de quilometragem, além 
de suporte Honda Assistance 
para todo o território nacional 
e em 4 países do Mercosul 
(Argentina, Bolívia, Chile e 
Paraguai).

ganhando posições durante a 
prova até terminar em quinto 
atrás do seu companheiro de 
equipe.
No final, vitória de Lewis 
Hamilton com Valtteri Bottas 
em segundo, Charles Leclerc 
em terceiro e Max Verstappen 
da Red Bull Honda em quarto.
Próxima prova: GP do Japão – 
13 de outubro

トヨタのコンパクト SUV 車レクサス UX に試乗

Modelo de luxo tem muitos atrativos e preço 
bastante competitivo a partir de R$ 173.490,00

As Ferraris largaram na frente, mas a entrada de um 
safety car beneficiou Lewis Hamilton da Mercedes.

Conhecida pela sua versatilidade, potência e economia 
de combustível ganhou três novas opções de cores: 
azul perolizado, vermelho perolizado e verde fosco. 
Preço: R$ 33.980,00 (valor como base Estado de São Paulo)

この高級モデルには、魅力的な装備が満載しており、車両価格は
17 万 3490 レアルからと非常に競争力のある価格となっている。

Andamos no Lexus UX o SUV 
compacto da marca

Avaliamos o modelo Lexus UX 250h Luxury (intermediário) com teto solar e preço de R$ 
193.990,00. Ele vale cada centavo do que é cobrado e tem a vantagem do moderno sistema 
híbrido de propulsão não disponível nos concorrentes alemães no Brasil.

 A NC 750X caracteriza-se pelo conforto, versatilidade e capacidade de carga.
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Lançado em abril de 2019 
no Brasil, o Lexus UX foi 
apresentado em 2018, 
durante o Salão do Automóvel 
de São Paulo com grande 
destaque. Com design atrativo 
e acabamento de luxo, o UX 
chama atenção pela sua baixa 
estatura, se comparado a outro 
SUV. Quando o motorista para 
nos faróis vai constatar que 
está na mesma altura de um 
motorista ou do passageiro de 
um sedã que estiver ao lado, 
pois a montadora optou por 
desenhar um crossover com 
baixo centro de gravidade.
O modelo chama a atenção 
pelo seu design moderno e pela 
sua agilidade proporcionada 
pelo conjunto híbrido Lexus, 
combinado um motor a 
gasolina 4 cilindros aspirado, 
2.0 DOHC, 16V, VVT-iE, VVT-I 
e um elétrico, totalizando 181 
cavalos de potência. 
O UX é mais ágil que seu irmão 
Lexus NX (R$ 219.900,00) 
por ser mais leve e compacto. 
A dirigibilidade é um dos 
pontos altos do SUV, pois 
ele é muito fácil de conduzir, 
confortável para quem vai nos 
bancos dianteiros, tem sistema 
de som e ar-condicionado 

altamente eficiente, além 
do tradicional acabamento 
de luxo Lexus, mais macio 
e agradável ao toque que o 
proporcionado pelos seus 
concorrentes alemães.
Uma das características dos 
veículos híbridos é o silencio 
quando o modelo roda 
somente com as baterias 
e o motor a combustão 
desligado. Nos modelos 
híbridos anteriores era fácil 
ouvir o motor a combustão 
ligando quando necessário, 
pois além do ruído sentia-se 
uma vibração na carroceria do 
motor sendo acionado. 
A Lexus atingiu um nível de 
desenvolvimento que em 
várias situações, o motorista 
não sente, nem ouve, o 
motor a combustão sendo 
acionado, elevando o conforto 
acústico e físico para todos os 
passageiros.
O UX é o primeiro Lexus 
desenvolvido sobre a nova 
plataforma de Arquitetura 
Global Compacta (GA-C: Global 
Arquitecture - Compact). 
Uma estrutura leve, porém, 
super-rígida, com baixo 
centro de gravidade e um 
ajuste refinado da suspensão, 

proporcionando ao UX uma 
agilidade e conforto ao dirigir 
de altíssimo padrão.
Todas as versões apresentam 
ar condicionado Dual zone com 
sistema S-Flow, que direciona 
automaticamente o fluxo de 
ar apenas para os bancos 
dianteiros com ocupantes (o 
banco do passageiro dianteiro 
possui sensor de ocupação), 
otimizando a eficiência 
energética do veículo.
As versões Luxury e F-SPORT 
apresentam um visor EMV de 
10,3” com o Lexus Navigation 
System (Sistema Multimídia 
Lexus) com TV digital, DVD 
player, sistema de navegação 
GPS, além da câmera de ré, um 
luxo.
Depois de dirigir um veículo 
híbrido, mesmo os carros a 
combustão mais elaborados 
passam uma sensação de 
desperdício de energia e 
poluição desnecessária.

TABELA DE PREÇOS: 
Lexus UX 250h Dynamic:  
R$ 173.490,00
Lexus UX 250h Luxury:  
R$ 193.990,00 
Lexus UX 250h F Sport:  
R$ 214.490,00
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Amauri Teruo Yamazaki – São Paulo – SP      aty@globo.com

Lewis Hamilton e Valtteri Bottas lideram o Campeonato Mundial de Pilotos da F-1. 
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